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第1章  はじめに 

1. 趣旨 

掛川市は、人口減少社会の本格的な到来や地方分権の流れにより、地域間競争が激しさを増

していくなか、「選ばれる都市」となるため、平成 29 年度より本格的にシティプロモーション事業が

始まり、平成 30 年５月にシティプロモーションの方向性及び方策を示す戦略として「掛川市シティ

プロモーション推進計画」を策定しました。 

この計画の推進に伴う取り組みの中間評価にあたっては、「第２次掛川市総合計画」における中

間目標達成年度と同じ令和元年度に設定し、シティプロモーションの成果を着実に上げていくた

め、実施年度評価を基にシティプロモーション推進について効果検証を行い、今後の施策展開に

活かしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1 シティプロモーション推進計画の目的 
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図 1-2 シティプロモーションの展開期間 
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2. 評価詳細 

(1) 対象年度 平成 30 年度、令和元年度 

(2) 対象内容 

掛川市シティプロモーション推進計画で定められた５つの基本方針に基づく戦略と移住・定

住の促進に向けたプロモーション戦略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3 基本方針と戦略 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-4 移住・定住の促進に向けたプロモーション戦略 
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(3) 評価方法及び実施経過 

ア  内部評価 

   令和元年８月～９月  戦略別事業効果検証 

    令和元年 12 月～令和２年３月 主な指標の検証 

 

【戦略別事業効果検証】 

庁内各課及び関係機関において、事業ごとに自己評価を実施した。 

【主な指標の検証】 

観光・シティプロモーション課において、「掛川市市民意識調査」や「地域ブランド調査

2019」等を参照し、掛川市シティプロモーション推進計画で定めたシティプロモーションに

おける主な指標を検証した。 

 

イ 外部評価 

   令和元年 11 月～12 月  専門家評価 

   令和元年 12 月～令和２年１月 シティプロモーションウェブアンケート 

   令和２年１月 28 日   中間評価合同ワーキング 

    

【専門家評価】 

 掛川市シティプロモーションアドバイザーを含む３名の専門家による評価を実施した。 

【シティプロモーションウェブアンケート】 

市民をはじめ、広く市内外を対象にウェブアンケートを実施し、シティプロモーションに関す

る意見を聴取した。 

【中間評価合同ワーキング】 

高校生を含むシティプロモーション市民協働会議及び庁内シティプロモーション推進員か

ら選出したメンバーで中間評価合同ワーキングを開催し、シティプロモーション活動の現

状や課題、今後の方向性についてのご意見やご提案をいただいた。 
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第2章  実績に基づくシティプロモーション効果検証結果 

1. 戦略別事業効果検証 

 

  

平成30年度 令和元年度

4 4

掛川の地で夢を叶えた方の体験談をＨＰに掲載
し、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞが掲げるｲﾒｰｼﾞの浸透を図っ
た。

ＨＰ、新聞、資料、冊子等への掲載や看板等を
利用したﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ及び、夢かなうまちのｲ
ﾒｰｼﾞの浸透。

4 4

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞと事業の冠づけや関連づけを行
い、資料に掲載する等、目に触れる機会を多く
設けた。

継続して各種事業との関連づけを行い、掛川市
全体で都市ｲﾒｰｼﾞの構築を図っていく。

4 －

市内高校生と市民協働会議メンバーなどがワー
キングを行い、ロゴマーク決定候補となる作品を
検討。

－

4 4

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ入りのポスターや、駅前広告塔の
設置、ほのぼのパスでの大型魅力写真の掲示等
を行い、多くの人が目にする機会を設けた。

ﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝやﾗｸﾞﾋﾞｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ等の
開催に伴い、掛川市への交流人口増が見込ま
れるため、多くの方が目にし、印象に残る掲示や
啓発品の配布等を行う。

4 4

市民協働会議内で「掛川物語」冊子、ﾎﾟｽﾀｰ配
布のほか、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄをHP上で掲
載。天浜線ﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ電車にも活用。

きんじろうとﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞをｾｯﾄにしたイラストの
作成等、企業が使用しやすいﾃﾞｻﾞｲﾝの開発と
営業活動の促進を図る。

平成30年度 令和元年度

4 4

掛川市のシンボルである掛川城にプロジェクショ
ンマッピングを行うことで、掛川の魅力を全国に
向けて発信した。12月のイベント当日は、約
2,000人が来場した。

市内で実施する事業のほか、都心部を拠点とし
た事業を展開することで、全国に向けた掛川市
の魅力発信、認知度向上を図る。

4 4

応援大使の森澤祐介氏を活用したツアーを開
催することで、掛川市の認知度向上を図った。定
員30人を超える35名の応募があった。

昨年に引き続き、森澤大使とのツアーを企画す
ることでより一層の認知度向上を図る。県内他市
町へのチラシ配架に加え、各ＳＮＳを活用した告
知を行い、県内および全国に発信する。

(１)　まちの目指す姿の形成（ブランドｲﾒｰｼﾞの形成）

(２)　市民参画の拡大

7
魅力発見体験バスツアー
(観光・シティプロモーション課)

達成状況の説明

実施年度評価（５段階評価）
効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

6
市民によるシティプロモーション提案型
事業
(観光・シティプロモーション課)

5
企業によるブランドメッセージ・ロゴマーク
を活用したコラボ商品開発の促進
(観光・シティプロモーション課)

事
業
No.

事業名

掛川市の認知度向上都市／イメージの形成・浸透

1
ブランドイメージの形成事業
(観光・シティプロモーション課)

4
ブランドメッセージ周知等キャンペーンに
よるプロモーション
(観光・シティプロモーション課)

2
ブランドイメージの活用事業
(観光・シティプロモーション課)

事
業
No.

事業名
（所管課）

達成状況の説明

3
ブランドロゴの作成
(観光・シティプロモーション課)

実施年度評価（５段階評価）
効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

掛川市の認知度向上都市／イメージの形成・浸透
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平成30年度 令和元年度

4 4

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ決定時に広報誌表紙に子供達が
ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞﾎﾞｰﾄﾞを掲げた写真を掲載した。

ＨＰ、冊子等を利用したﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ及び、夢
かなうまちのｲﾒｰｼﾞの浸透。

4 4

後援申請時におけるﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ活用依頼
や、各種ポスター、動画、大使の名刺等にﾌﾞﾗﾝ
ﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞを用い、幅広く啓発を進めた。

外部機関の方もﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞやﾛｺﾞﾏｰｸを積極
的に活用できる環境を構築し、積極的に使用す
ることを啓発する。

5 －

市内の中高生にロゴマーク募集を行い、230点
の応募が集まり掛川市を改めて見直す機会と
なった。

－

4 4

掲示等の啓発において、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞや写真
等が話題となり、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞが市民に広く浸
透し、他市への自慢となる機会を設けた。

市民自らが、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞや掛川のお勧め等
を自慢できるような掲示や啓発品の配布等を行
う。

3 4

行政以外で使用されることにより、市民の関心を
深めるように努めた。

様々な場面でﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ、ﾛｺﾞが目につくよう
に働きかけを行う。

平成30年度 令和元年度

4 4

地元高校生が主体となって、地元の小中学生や
企業と連携してイベントづくりを行うことで、シビッ
クプライドの醸成を図った。

市内の学校や企業、団体等と連携して事業を展
開することで、市民参画を拡大し、より多くの市民
のシビックプライド醸成を目指す。

4 4

掛川で子育て支援を行う市民活動団体「ママバ
トン」が企画・主催。市民が魅力を再発見する機
会となった。

企業等との連携も強化し、運営に関わる市民を
増やすことを目指す。

事業の活用がしやすいよう、10万円以下の
提案事業については、書類審査のみとする
変更の検討を行う。

外から人を呼び込む仕掛けはもちろん、市
内企業に勤務する市外在住の方など、移
住・定住の視点での企画をする。
リピーターと新規参加者を増やすため、有効
な告知方法を考える。

改善の余地や今後の展開
実施年度評価（５段階評価）

効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

きんじろうデータ借用の際に営業をかけた
り、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ、ﾛｺﾞ活用の告知をする
等、営業の幅を広げる。

市民の誇りや愛着心の醸成

達成状況の説明

外部機関への使用働きかけの強化。

－

改善の余地や今後の展開

市民の誇りや愛着心の醸成

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞに基づく都市ｲﾒｰｼﾞ形成のた
めの施策の検討。

多くの人にﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞが浸透するよう
に、あらゆる機会にﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞが目に触
れるように検討する。

実施年度評価（５段階評価）
効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

達成状況の説明
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平成30年度 令和元年度

4 4

まちづくり活動に主体的に活躍する市民及びそ
の取り組みを、市内外に発信する場とすることで
「描いた夢は協働により実現できる」掛川をア
ピールできた。

引き続き、まちづくり活動に主体的に活躍する市
民及びその取り組みを、市内外に発信する場とし
「描いた夢は協働により実現できる」掛川をア
ピールする。

4 4

健康長寿課と連携を図りながら、健康づくり課、
まち協、企業、NPOの協働により、掛川の様々な
地でソーシャル・ウォーキングを実施した。

ブランドメッセージを活用することにより、夢が描
けるまちのイメージ形成につながることを目指す。

3 3

アンティークガラスを使用した本格的なステンドグ
ラス作成を体験できる講座は全国でもまれであ
り、小学生・中高生の講座を新設し、子どもの参
加を促し、1月までの講座で129人が参加した。

全国でも珍しい公立のステンドグラスの美術館と
二の丸美術館を有し、掛川ならではのステンドグ
ラス講座により、教育・文化日本一の掛川市のイ
メージをPRする。

4 4

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞに沿ったﾌｫﾄ･ｲﾝｽﾀｺﾝﾃｽﾄを開
催し、交流会での発表や公共機関、花鳥園等で
展示を行った。ﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ約80点、ｲﾝｽﾀｺﾝﾃ
ｽﾄ約300点の応募があった。

「あなたの掛川物語」をHPや掛川市紹介冊子へ
の掲載、市内ホテル宿泊者への啓発品として配
布するなど、市内外に効果的な啓発を行う。

5 5

多方面との協働や協力を得て、Ｈ31.１月末に申
請書が提出できた。

本年度は落選であったため、再度の申請に向け
て内容の修正を行っていく。

4 4

中部４県の認定都市で連携し、歴まちカードラ
リーを実施。歴史的風致維持向上計画認定都
市として、各方面からの視察受入。三の丸広場
隣接空き地の活用検討。

中部４県の認定都市で連携し、歴史まちづくりを
推進。
計画に位置づけられた事業の推進。

5 5

「ニッポン手仕事図鑑」による葛布づくりの動画
作成や多摩美術大学及び静岡文化芸術大学の
学生との共同研究、葛布アンバサダーによる情
報発信を行った。

大学生や旅行者に伝統工芸の体験を通して、
掛川の魅力を知ってもらう企画の充実を図る。

3 4

松ヶ岡を「教養館」として位置付けて松ヶ岡プロ
ジェクトを推進していくこととともに、松ヶ岡のＰＲ
活動を進めており、松ヶ岡への来場者が1,800
人を超えた。来場者には、歴史的建造物の素晴
らしさが実感された。

引き続き、ＰＲ活動を行うとともに、松ヶ岡では本
格的な修復に関わる後補材の撤去工事を行う。

4 4

つま恋リゾート彩の郷にて、市民協働会議交流
会を開催し、130人が参加し互いのＣＰ活動を理
解しながら交流を深めた。

掛川ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙにおいて交流会を開催し、ﾌﾞﾗ
ﾝﾄﾞﾛｺﾞの表彰式を盛り込み、市民協働における
シティプロモーションとしての機運を高める機会を
設けた。

10
ステンドグラス体験教室を通じた掛川の
魅力再発見
（文化振興課）

11
魅力認定事業
(観光・シティプロモーション課)

14

8
協働によるまちづくり活動発表会を通し
た地域資源の再発見
（生涯学習協働推進課）

達成状況の説明

9
掛川の魅力再発見　ソーシャル・ウォー
キング
（健康医療課）

掛川手織葛布等を活用した魅力再認
識
（産業労働政策課）

13
歴史的風致維持向上計画に基づく歴
史まちづくりの推進
（都市政策課）

12
日本遺産認定に向けたまちの歴史的建
造物等の資源発掘及びストーリー化
（社会教育課）

16
シティプロモーション市民協働会議の充
実化
(観光・シティプロモーション課)

15
教養プロジェクトの推進を通じた地域資
源の磨き上げ
（社会教育課）

事
業
No.

事業名

掛川市の認知度向上都市／イメージの形成・浸透

実施年度評価（５段階評価）
効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし
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平成30年度 令和元年度

4 4

主体的な活動から、地域の魅力、市民力の再発
見をすることで、改めて掛川市の魅力に気づく機
会となった。

様々なまちづくり活動を知る場とすることで、「私
もできる！」という参加者の主体性を引き出し、
行動する市民を増やす。また、地域の魅力、市
民力が向上することで、掛川市の魅力を更に向
上させる。

4 4

南郷及び大坂地区まち協及び(株)杏林堂が主
催となり、事業を３回実施した。延べ124名に参
加いただき、地域の魅力の再発見につながった。

地域や企業が主体的に事業を実施するよう促
進し、より多くの参加者を目指す。

3 3

体験講座の会場を生涯学習センターから竹の丸
へ移し、文化財である竹の丸でステンドグラス制
作を体験することで、掛川でしかできない講座と
なった。

掛川でしかできない講座を通し、美術品としての
ステンドグラスについて、誇りと愛着を醸成する。

4 4

「あなたの掛川物語」と題し、自分だけが知って
いるたったひとつの掛川物語の募集を行った。

「あなたの掛川物語」をHPや掛川市紹介冊子へ
掲載、市内ホテル宿泊者への啓発品として配布
するなど、市内外に効果的な啓発を行う。

4 5

協力や協働により、日本遺産申請への認知度も
上がり、掛川城周辺の木造遺産の魅力が再発
見された。

本年度は落選であったため、再度の申請に向け
て内容の修正を行っていく。

3 3

国認定計画として周知・ＰＲを図り、地域のアイデ
ンティティとして誇りの醸成に繋がった。
松ヶ岡プロジェクトの支援をした。

国認定の歴史まちづくり都市のＰＲ。
松ヶ岡プロジェクトの推進。

5 5

葛布づくりの体験ツアーや葛布の未来を描くワー
クショップを開き、多くの市民が葛布の魅力を共
感できる機会となった。

参加者が主体となり、葛布振興の取り組みを行
い、その情報を拡散してもらうよう働きかける。

4 4

松ヶ岡を「教養館」として位置付けて松ヶ岡プロ
ジェクトを推進していくこととともに、松ヶ岡のＰＲ
活動を進めており、松ヶ岡への来場者が1,800
人を超えた。来場者には、歴史的建造物の素晴
らしさが実感された。

撤去工事はできる限り公開の機会を設け、ＰＲを
続けていく。子ども向けイベントなど、松ヶ岡やそ
の歴史を知る機会を増やす。

4 5

つま恋リゾート彩の郷にて、市民協働会議交流
会を開催し、130人が参加し互いのＣＰ活動を理
解しながら交流を深めた。

掛川ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙにおいて交流会を開催し、ﾌﾞﾗ
ﾝﾄﾞﾛｺﾞの表彰式を盛り込み、市民協働における
シティプロモーションとしての機運を高める機会を
設けた。

平成30年度から小学生と中学生・高校生
の講座を開始したが、中学生や高校生は、
部活や学習塾へ通うため、想定より参加者
が少なかった。講座開催時期や開催内容
を見直し、内容のハードルを下げてでも多く
の人に体験してもらえるような講座にする。

効果的な新規事業への検討を行う。

国認定の歴史まちづくり都市をPRするだけ
ではなく、歴史的風致を維持・向上させるた
め、国の交付金を活用した、町並みの修景
や整備を計画し、具体的に推進する必要が
ある。

改善の余地や今後の展開

達成状況の説明

つま恋を会場に全市横断的に参加者を
募ったソーシャル・ウォーキングがもっとも人
気が高く、申込みが定員を上回った。参加
者からも、また開催して欲しいとの声をたくさ
ん伺ったので、地域の魅力を再認識できる
ようなこのような取り組みをさらに増やしてい
きたい。

今年度は、参加者が参考としやすくするた
めに活動の前説を取り入れることで、更なる
市民参画の拡大を目指す。

行政主体から市民主体で葛布振興のＰＲが
できる仕組みをつくる。

認定に向けて、さまざまな視点から意見を
いただき、ストーリーの質を高めていく。日本
遺産認定後には、地域活性化計画に基づ
いた情報発信や環境整備など、掛川のまち
をＰＲする様々な施策を実行していく。

市民協働会議内で連携して行うことができ
る施策やそれぞれが率先してシティプロモー
ション活動が行えるような仕掛けを検討し実
行する。

社会教育課では、松ヶ岡の文化財的な修
復を最優先で進めているところであり、修復
後には改めて松ヶ岡の魅力に磨きがかかる
と思われ、各課での講座等の体系化は、担
当部署の再検討も含めて、検討が必要。

市民の誇りや愛着心の醸成

実施年度評価（５段階評価）
効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし
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平成30年度 令和元年度

4 －

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞをﾃｰﾏとしたｲﾝｽﾀｺﾝﾃｽﾄを開催
し、約300の応募があり、HPを通じ入賞者作品の
掲示を行った。

－

4 5

掛川市のホームページやＳＮＳを中心に、イベント
の開催や開催内容を発信することにより、広範囲
に掛川市の取り組みを発信することができた。

多くの方にオープンデータに関わっていただき、
情報やテクノロジーを利活用することで、地域の
課題を解決することを目指す。

5 5

開催することで、教育文化日本一をＰＲできてい
る。

参加者数600人･･･かけがわ教育の日参加者数
目標

4 5

市ＨＰや東京女医大機関誌などの媒体のほか、
市内の小中高、県内外の高校に案内をし、掛川
出身の吉岡彌生をＰＲした。全体で92作品（小
59中14高19）の応募があり、県外からも７作品
（小２高５）の応募があった。

東京女子医科大学の協力を得ながら、市内の
小中高生はもちろん県内外の小中高生へ、掛川
出身の吉岡彌生をよりＰＲしていく。

5 5

お茶の間宣言は、他市町村にはない掛川市独
自の取り組みであり、普及・啓発することで、教育
文化日本一をＰＲできている。

お茶の間宣言の認知度の向上。

3 4

受検希望者の利便性を高めるため、市ＨＰにてイ
ンターネット受験を実施している。「金次郎検定」
12人、「掛川の偉人検定」９人の受検者があっ
た。県外者（岩手県から熊本県まで）が多い。

「金次郎検定」「掛川の偉人検定」を主催講座
等の機会等でＰＲし、二宮金次郎や郷土の偉人
を顕彰する。

5 5

様々な方法によるＰＲ活動で、松ヶ岡への来場
者が1,800人を超えた。また、松ヶ岡ＨＰの立ち
上げとともに募金を得ることができ、歴史的建造
物の素晴らしさが実感され、市民の心に浸透で
きた。

引き続き、松ヶ岡のＰＲ活動を行うとともに、本格
的な修復に関わる後補材の撤去工事を実施す
る。

4 5

市民や子どもたちに、郷土の歴史や文化に関心
を持ってもらうため、出土文化財展、考古展、出
前文化財講座、夏休み文化財教室等を開催
し、多くの参加者を得た。

Ｈ31も「出土文化財展」、「出前文化財講座」、
「夏休み文化財教室」を開催する。

4 4

秋の読書週間に図書館フェスティバル2018とし
て、各館で各種行事を開催し、市内外から数多
くの方に参加いただいた。

期間内の催し物の充実を図り、図書館の魅力を
情報発信し、新たな利用者の開拓につなげてい
く。

17
インスタグラムを活用した掛川の魅力発
掘コンテスト開催
(観光・シティプロモーション課)

18
市民による魅力発信基盤構築に向けた
オープンデータ普及促進イベントの開催
（企画政策課）

事
業
No.

事業名

掛川市の認知度向上都市／イメージの形成・浸透

19
かけがわ教育の日
（教育政策課）

20
はばたけ未来の吉岡彌生賞
（社会教育課）

23
松ヶ岡プロジェクト
（社会教育課）

21
かけがわお茶の間宣言
（教育政策課）

22
金次郎と掛川の検定
（社会教育課）

24
文化財に関する講座・展示会
（社会教育課）

25
図書館フェスティバル
（図書館）

実施年度評価（５段階評価）
効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

達成状況の説明
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平成30年度 令和元年度

4 －

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞをﾃｰﾏとしたｲﾝｽﾀｺﾝﾃｽﾄを開催
し、約300の応募があり、HPを通じ入賞者作品の
掲示を行った。

－

4 5

オープンデータを活用した最新技術やテクノロ
ジーを駆使した取り組みの発表や展示をするな
ど、掛川の情報や人が集まり、交流が図れるイベ
ントとなった。

掛川市に情報や人が集まり、交流が図れるイベ
ントを目指す。

5 5

市民総ぐるみで子どもを育てる機運の向上が図
れている。

市民一人ひとりが教育の大切さを理解し、それぞ
れの立場で関わることにより、市民総ぐるみの教
育の振興を図る契機とする。

4 5

市ＨＰや東京女医大機関誌などの媒体のほか、
市内の小中高、県内外の高校に案内をし、掛川
出身の吉岡彌生をＰＲした。全体で92作品（小
59中14高19）の応募があり、県外からも７作品
（小２高５）の応募があった。

東京女子医科大学の協力を得ながら、市内の
小中高生はもちろん県内外の小中高生へ、掛川
出身の吉岡彌生をよりＰＲしていく。

5 5

家庭教育の大切さや、市民総ぐるみで子どもを
育てる機運の向上が図れている。

市民が、お茶の間の大切さを理解し、家族団ら
んの場を設ける切っ掛けとする。

3 4

受検希望者の利便性を高めるため、市ＨＰにてイ
ンターネット受験を実施している。「金次郎検定」
12人、「掛川の偉人検定」９人の受検者があっ
た。県外者（岩手県から熊本県まで）が多い。

「金次郎検定」「掛川の偉人検定」を主催講座
等の機会等でＰＲし、二宮金次郎や郷土の偉人
を顕彰する。

4 5

様々な方法によるＰＲ活動で、松ヶ岡への来場
者が1,800人を超えた。また、松ヶ岡ＨＰの立ち
上げとともに募金を得ることができ、歴史的建造
物の素晴らしさが実感され、市民の心に浸透で
きた。

撤去工事はできる限り公開の機会を設け、ＰＲを
続けていく。子ども向けイベントなど、松ヶ岡やそ
の歴史を知る機会を増やす。

4 5

出前文化財教室では、延べ３校９クラス２７０
人、出土文化財展では６４３人、夏休み文化財
教室では２２人、考古展では２３２人の来場者を
得た。

Ｈ31も「出土文化財展」、「出前文化財講座」、
「夏休み文化財教室」を開催する。

3 4

図書館協力団体との協働により、図書館を知
る、図書館利用者の楽しさを知り、図書館の魅
力を多くの市民に発信する機会となった。

できるだけ多くの図書館協力団体に参加してい
ただき、協働開催の「こどもとしょかんまつり」の充
実を図る。

－

引き続き、新しい技術や取り組みができる
場として、掛川市をアピールするとともに情
報や人が集まる場となるよう取り組んでい
く。

市民の誇りや愛着心の醸成

多くの市民が参加したくなるようなテーマの
設定、開催内容にしていく必要がある。
これまでの「世界一短いメッセージ」に代わ
り、令和元年度から「お茶の間トーク」の募
集・表彰を行う。

ＰＲ先を増やし、掛川出身の吉岡彌生をより
一層ＰＲする。

修復工事には多額の費用が必要なため、
募金活動を強化し、多くの市民を巻き込ん
だ活動にしていきたい。これまで松ヶ岡を知
らなかった層にも松ヶ岡の歴史や価値をわ
かりやすくＰＲしていき、郷土愛をはぐぐむ裾
野を広げていく。

例年どおり、小中学校１年生に、お茶の間
宣言クリアファイルを配布する。（対象者：
小学校約1,000人、中学校約1,000人）
これまでの「世界一短いメッセージ」に代わ
り、令和元年度から「お茶の間トーク」の募
集・表彰を行う。

受検者の動向によって事業の手法等見直
しを行う。

展示会や講座の事前告知を工夫し、展示
内容をさらに磨き上げることが必要である。

告知方法を充分検討する。

改善の余地や今後の展開
実施年度評価（５段階評価）

効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

達成状況の説明
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平成30年度 令和元年度

4 4

平成30年４月末に、掛川の暮らしにフォーカスし
た内容で掛川の魅力を発信するサイト「掛川物
語」の開設。

サイトのカスタマイズを自前で行えるよう改修を行
い、常に新鮮な情報が配信できるような組み立
てを行えるよう追加、修正を行い、内容の充実を
図るとともに、多くの方に検索していただくよう啓
発を行う。

4 －

掛川桜、ゆり、シティプロモーション動画の作成を
行い、HP掲載やシティプロモーションキャンペー
ンや各種イベントで活用しながら全国に発信。

－

4 5

市と連携した企業CMの放映や、「家を建てるとき
に読む本」、「びぶれ」等に掛川の情報を掲載。

ブランドメッセージ・ブランドロゴを使用した企業誌
の発行の啓発や、企業展示ブースを活用した掲
載、展示その他効果的な発信方法を検討し、市
内外に向け発信する。

4 4

かけがわ茶エンナ―レの情報を中心に、市内各
地で行われた様々な文化イベント等を紹介する
とともに、他団体の取り組みの様子などの情報収
集を行った。

かけがわ茶エンナ―レ2020に向けて、積極的な
情報発信をするとともに、参考となるような文化
事業の情報収集、掛川市の魅力発信に繋がる
事業の広報支援などを行っていく。

5 5

公式の観光ＦａｃｅｂｏｏｋやＩｎｓｔａｇｒａｍについて
内容の充実に努め、見た人が思わず魅力を伝え
たくなるような情報コミュニケーション力の活性化
の素材として活用している。

公式の観光ＦａｃｅｂｏｏｋやＩｎｓｔａｇｒａｍについて
内容の充実に努め、見た人が思わず魅力を伝え
たくなるような情報コミュニケーション力の活性化
の素材として活用している。

3 4

市の情報をＦＢにより情報発信し、掛川の魅力を
伝えた。

ＦＢ、ツイッターによる情報発信を強化し、話題の
最新化と共感を得る情報の発信。

4 －

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞをﾃｰﾏとしたｲﾝｽﾀｺﾝﾃｽﾄを開催
し、約300の応募があり、ＨＰを通じ入賞者作品
の掲示を行った。

－

4 4

2019年のラグビーワールドカップ開催に伴い、ラ
グビー圏の国をターゲットとしたインバウンド向け
掛川の英語紹介記事を製作した。

雑誌や観光サイトなど、より効果性が高いものを
選択し、掛川市の魅力を発信する。

4 4

ふるさと納税掲載サイトへの返礼品と掛川の魅力
を伝える表示により、魅力の浸透を図った。チラ
シを活用した広報と新聞折り込み広告により、魅
力の発信を図った。

ふるさと納税掲載サイトへの返礼品と掛川の魅力
を伝える表示により、魅力の浸透を図る。チラシ
を活用した広報と新聞折り込み広告により、魅力
の発信を図る。

(３)　協働力による情報発信の強化と売り込み

31
観光情報等の有料雑誌への掲載
(観光・シティプロモーション課)

32

ふるさと納税を通じた愛着・認知度向
上を目指したWebバナー・チラシ等によ
る情報発信
（産業労働政策課）

30

※再掲
インスタグラムを活用した掛川の魅力発
掘コンテスト開催
（観光・シティプロモーション課）

SNSによる掛川の魅力発信
（文化振興課）

SNSによる掛川の魅力発信
(観光・シティプロモーション課)

SNSによる掛川の魅力発信
(観光・シティプロモーション課)

29

事
業
No.

事業名

掛川市の認知度向上都市／イメージの形成・浸透

実施年度評価（５段階評価）
効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

達成状況の説明

26
プロモーションサイトの充実運営（移住・
定住促進サイト）
(観光・シティプロモーション課)

27
掛川の魅力動画の作成
(観光・シティプロモーション課)

28
地域・企業情報誌、CM等を活用した市
等の魅力発信
(観光・シティプロモーション課)
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平成30年度 令和元年度

4 4

平成30年４月末に、掛川の暮らしにフォーカスし
た内容で掛川の魅力を発信するサイト「掛川物
語」の開設。

サイトのカスタマイズを自前で行えるよう改修を行
い、常に新鮮な情報が配信できるような組み立
てを行えるよう追加、修正を行い、内容の充実を
図るとともに、多くの方に検索していただくよう啓
発を行う。

4 －

作成した動画を市民協働会議内で配布。また、
交流会や市役所ロビーでの放映を行った。

－

4 4

市と連携した企業CMの放映や、「家を建てるとき
に読む本」、「びぶれ」等に掛川の情報を掲載。

ブランドメッセージ・ブランドロゴを使用した企業誌
の発行の啓発や、企業展示ブースを活用した掲
載、展示その他効果的な発信方法を検討し、市
内外に向け発信する。

3 4

各発信に対して、市民やフォロワーから、「いい
ね」や「コメント」、「シェア」等の反応があった。

拡散力のある若い世代からの反応を得るため
に、文章や写真の撮り方などを工夫し、「いいね」
や「コメント」、「シェア」等の増加を目指す。

4 4

市民が地域資源に誇りを持ち、掛川市の新たな
魅力を発見する機会となった。大祭インスタコン
テスト参加作品３７３件。

市民が地域資源に誇りを持ち、掛川市の新たな
魅力を発見する機会とする。

3 4

市の情報をFBにより情報発信し、掛川の魅力を
伝えた。

ＦＢ、ツイッターによる情報発信を強化し、話題の
最新化と共感を得る情報の発信。

4 －

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞをﾃｰﾏとしたｲﾝｽﾀｺﾝﾃｽﾄを開催
し、約300の応募があり、HPを通じ入賞者作品の
掲示を行った。

－

－ －

－ －

4 4

返礼品として地場産品の発掘・追加により、地元
事業者の誇りの醸成を図った。

返礼品として地場産品の発掘・追加により、地元
事業者の誇りの醸成を図る。

－

より効果的なPRの方法を検討する。

－

投稿に対して「いいね」や「シェア」をしてく
れる人が、毎回同じような人になってしまっ
ている。新たなフォロワーの増加や拡散力の
ある若い世代からの反応を得るために、投
稿頻度の増加や投稿の仕方を工夫する必
要がある。

観光協会と連携し、ＳＮＳを活用した地域資
源の磨き上げと掘り起こしを進める。

最新情報を掲載しやすく、多くの情報が掲
載できるような方策の検討。

市民の誇りや愛着心の醸成

改善の余地や今後の展開
実施年度評価（５段階評価）

効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

達成状況の説明

最新の情報が検索できるようサイト内の充
実を図る。

－

多くの方に目がとまるような内容とメディアの
選定が必要。
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平成30年度 令和元年度

3 4

「下町ロケット」特別展示ブースを庁舎内に開
設。話題性のあるドラマを活用して、掛川市の認
知度向上を図った。市外からも展示についての
問い合わせが多数あった。

テレビや映画のロケ誘致やラジオ番組の活用を
積極的に行うことで、掛川の地域資源の認知度
向上を図る。

4 4

輝くかけがわ応援大使に41名を委嘱し、イベント
情報等の情報拡散を雑誌、ＨＰ、ＦＢ等で対応い
ただいた。また、各種イベントや移住相談の庁内
連携開催により全国へ情報発信。

応援大使の情報拡散依頼の強化を図り、連携イ
ベントのプレスリリースにより関係構築を図る。

4 4

掛川市公衆無線ＬＡＮ推進協議会と連携し、
サービス提供施設の拡充を図った。
公衆無線ＬＡＮサービス提供施設ＰＲサイトに市
内の観光施設の紹介記事を掲載した。

協議会と連携し、公衆無線ＬＡＮサービス提供施
設ＰＲサイトに掛川市独自の魅力を発信できる記
事の掲載を引き続き行う。

4 4

・英大手ラグビー雑誌「RUGBY WORLD」のラグ
ビワールドカップ2019特別企画「ONE YEAR TO
GO」11月号へ掛川市の紹介記事を掲載。（事
業費はスポーツ振興課予算）
・ドイツ人有名ブロガー招聘協力、掛川市の紹
介。
・韓国向けFacebook「トランドラン」へ掛川市の紹
介記事掲載。

観光協会や観光施設等と連携して、外国人に向
けた情報発信を強化する。（事業費は観光協会
予算、その他スポーツ振興課事業費あり）

4 4

「ジャパンガイド」ＨＰ掲載や、観光施設等での放
映、スポーツ関連来掛者への配布、海外在住の
輝くかけがわ応援大使への活用依頼等により啓
発。

「ジャパンガイド」動画の活用とともに、英語表記
の駅前広告塔の作成や、インパクトのあるサンバ
イザー等の啓発品配布で外国人向けに啓発。

平成30年度 令和元年度

4 4

輝くかけがわ応援大使へﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ入り統
一の名刺を配布し、後援事業等における活用促
進の啓発を行った。

ブランドメッセージ・ブランドロゴを併せたデザイン
のガイドラインを作成し、庁舎内の掲示及びHPへ
の掲載を行った。

4 4

ＣＰ推進員、部課長、係長を対象に、各種事業
とＣＰの視点を考え、ブランドメッセージ活用やブ
ランドイメージ形成に向け研修を開催。

庁内にシティプロモーションの意識が行き渡るよう
研修会等の実施。

4 4

ＣＰ推進員、部課長、係長を対象とし、効果的な
プレスリリースの方法や広報紙の活用方法等の
研修を開催。

メディア活用術について、引き続き情報提供や
研修を実施していく。

(４)　行政のプロモーション機能の強化

海外への情報発信機能の強化
(観光・シティプロモーション課)

海外への情報発信機能の強化
(観光・シティプロモーション課)

ブランドメッセージ活用ガイドラインの作
成
(観光・シティプロモーション課)

34
首都圏等情報発信力の高いメディアと
の関係構築事業
(観光・シティプロモーション課)

33
フィルムコミッション関係機関へのセー
ルス強化
(観光・シティプロモーション課)

事
業
No.

事業名

掛川市の認知度向上都市／イメージの形成・浸透

実施年度評価（５段階評価）
効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

35

海外への情報発信機能の強化
（IT政策課）

事
業
No.

事業名

38
メディア活用力の強化研修の実施
(観光・シティプロモーション課)

達成状況の説明

36

37
ブランドメッセージ等活用研修の実施
(観光・シティプロモーション課)

掛川市の認知度向上都市／イメージの形成・浸透

実施年度評価（５段階評価）
効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

達成状況の説明
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平成30年度 令和元年度

4 4

大日本報徳社で行われたNHK大河ドラマ「いだ
てん」の撮影に、100人の市民エキストラが参
加。ロケを通して、掛川の地域資源を再発見す
る機会となった。

テレビ・ラジオ等へ積極的な売り込みを行い、メ
ディア露出の機会を増やすことで、シビックプライ
ドの醸成を図る。

4 4

連携イベントのテレビ放映により情報発信。 メディアへの露出を増やす。

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

平成30年度 令和元年度

4 4

活用促進のため、定型のﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ画像の
作成や統一の名刺ﾃﾞｻﾞｲﾝの作成を行い、活用
促進を図った。

ブランドメッセージ・ブランドロゴを併せたデザイン
のガイドラインを作成し、庁舎内の掲示及びHPへ
の掲載を行った。

－ －

－ －

－ －

－ －

全国展開できるよう、効果的なメディアとの
関係構築を図る。

大使や企業との連携も検討し、多方面から
各メディアへ掛川の売り込みを行う。

ジャパンガイドの活用の促進や、海外のシ
ティプロモーションとして効果の高い手法を
検討していく。

ラグビーワールドカップ開催の年でもあり、効
果的な事業を今後も検討していく。

市民の誇りや愛着心の醸成

改善の余地や今後の展開

職員の意識改革により、一人ひとりがシティ
プロモーションに取り組むことができる体制の
構築。

職員が積極的にプレスリリースを行う意識の
定着を図る。

実施年度評価（５段階評価）
効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

達成状況の説明

市民の誇りや愛着心の醸成

改善の余地や今後の展開
実施年度評価（５段階評価）

効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

達成状況の説明

あらゆる事業にﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞが活用できる
ように啓発を行っていく。

－
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平成30年度 令和元年度

4 4

ＣＰ推進員、部課長、係長を対象としシティプロ
モーションの意識定着と情報発信の推進の研修
を行い、現在の事業においてどのようなことがで
きるか検討。

アドバイザーとともに、各事業における情報発信
の助言、協力等行っていく。

4 －

ストリートラグビーには約300人が参加。ＰＲブー
ス付近には約5,000人往来。イベント開催内容
がSNSで発信された。

－

－ 5

－

大会期間中に訪れる国内外の観戦客に掛川の
魅力を体験してもらうと同時に、世界に向け掛川
の情報を発信・拡散してもらうえるような事業を
展開する。

5 －

プレデスティネーションキャンペーン開催にあた
り、旅行会社を対象とした全国販売促進会議で
のＰＲ、中東遠地域を巡るエクスカーション、ＪＲ
や旅行会社と連携したＰＲ活動、新東名ＰＡでの
中東遠ＰＲを実施した。

－

－ 5

－

・４月～６月に開催されるＪＲタイアップイベントデ
スティネーションキャンペーンを実施し、誘客とお
もてなしに努め、観光交流客数10％増を目指
す。
・観光列車「しずおかお茶づくし号」を5月18日に
運行し、東海圏からの誘客とおもてなし活動を行
う。

3 4

市民や団体を構成員とした実行委員会を発足
し、地域資源を活用した事業実施について検討
した。

市民や団体を構成員とした実行委員会が、地域
資源を活用した事業を企画し、運営に携わる。

3 4

・韓国横城郡への訪問団派遣、韓国からの観光
客誘致をねらいとしたパッケージツアー案を作成
し、現地観光会社と意見交換を行った。
・イタリアペーザロ市への訪問団派遣、両都市の
情報を発信するアンテナショップなどの拠点設置
や、市民交流組織結成について協議した。

目的を明確にした交流を実施し、市民や関係団
体等の参画を増やしていく。

4 －

掛川おかみさん会の活動を、シンポジウムや交
流会を通じて全国に発信することができた。ま
た、掛川城や御殿、大日本報徳社を巡るツアー
では多くの参加者に掛川の魅力を発信できた。

－

41
ラグビーワールドカップ本大会イベント
（スポーツ振興課）

39
各課事業のブラッシュアップに向けた伴
走型情報発信支援事業
(観光・シティプロモーション課)

40
ラグビーワールドカップ１年前イベント
（スポーツ振興課）

事
業
No.

事業名

掛川市の認知度向上都市／イメージの形成・浸透

実施年度評価（５段階評価）
効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

デスティネーションキャンペーン
(観光・シティプロモーション課)

42

45

デスティネーションキャンペーン（開催前
年）
(観光・シティプロモーション課)

44
かけがわ茶エンナーレ
（文化振興課）

海外姉妹都市交流
韓国横城郡及びイタリアペーザロ市への
訪問団派遣
（企画政策課）

43

46
おかみさん会全国フォーラム開催
（産業労働政策課）

達成状況の説明
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平成30年度 令和元年度

－ －

－ －
職員全員が自ら積極的にシティプロモーショ
ンを推進し、効果的な情報発信が行えるよ
う意識改革を図る。

4 －

ラグビーワールドカップ開催や公認チームキャン
プ地としての認知度が高まった。

－

－ 4

－
掛川の魅力を再認識する機会となるよう、市民
の機運の高まりを図る。

－ －

－ －

－ 4

－

・デスティネーションキャンペーン期間中、様々な
観光商品を用意しており、全国からの誘客によ
り、市民や関係団体で連携したおもてなしを行
う。

4 4

地域資源を活用したアートプログラムを一般公
募し、６団体が事業を開催し、多くの市民が参加
した。

地域資源を活用したアートプログラムを実施し、
多くの市民が関わることで地域資源の魅力を再
発見する。

3 4

レストランペーザロとの協働による事業の実施。
・両都市の特産品を生かした高校生のメニュー
開発。
・ＳＮＳによる情報発信など。

様々なツールを活用し、両都市の特色（魅力）を
情報発信し、民間主体の交流へ繋げる。

4 －

掛川おかみさん会は、街中の賑わいと地域経済
の活性化を目的に活動している団体で、今回の
フォーラムを通じて新たな取り組みを発見する機
会となった。

－

市民の誇りや愛着心の醸成

改善の余地や今後の展開
実施年度評価（５段階評価）

効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

達成状況の説明

世界が注目するラグビーワールドカップ開催
が間近に迫ってきていることや、国内外から
訪れる観戦客が掛川の魅力を体感し楽し
んでもらうためにも、掛川市全体が大会への
関心と期待感が高まるような事業を展開す
る。

ラグビーワールドカップエコパ開催や掛川市
が公認チームキャンプ地であることの認知
はされてきているが、ラグビーそのものへの
魅力と最高峰の大会が身近で開催され、世
界から注目されていることをより一層理解し
てもらい、関心が高まる事業を展開する必
要がある。

デスティネーションキャンペーンをきっかけと
した掛川市へのリピーターの獲得に努める。

4月～6月の観光交流客数が前年比１０％
増であり、本番に向けても連携した取組を
進める。

市民等が主体的に交流を進めるよう、産
業、文化、観光など、交流の目的を明確に
する。
人的交流だけでなく、様々なツールを活用
した交流事業を実施する。
現地などの状況の確認を行うことにより、効
果的な交流のあり方と検討する。

2020年の本番年に向けて、地域資源の発
掘・再発見・磨き上げを、市民や企業との協
働のもとに進めるとともに、対外的にも効果
的な情報発信を進める。

掛川おかみさん会の活動をより推進するた
め、会員の拡大を図る。
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平成30年度 令和元年度

4 4

全国茶品評会の産地賞受賞を、公式HPや新聞
報道、その他掲示などを用いて周知PRを実施す
ることで、掛川市の認知度が向上した。

継続した産地賞受賞を達成し、様々なメディア
を用いて効果的な情報発信を行うことで、掛川
市の認知度向上を図る。

5 5

茶草場農法ﾌｧﾑﾄﾘｯﾌﾟを実施、７メディアより情
報発信が行われた。
海外の茶業関係インフルエンサーを２名招聘し、
海外での情報発信が行われた。

観光協会等と連携した訪日客向けの茶草場体
験ツアーの構築を図るなど、海外への情報発信
を強化する。茶草場テラスを拠点とした、効果的
な情報発信を行う。

5 4

温度によるお茶の淹れ方で抽出される成分の違
いなど、お茶の良さのを再発見してもらう。

ＰＶやインフルエンサーを活用した掛川茶の拡散
を狙う。

5 5

・４市の逸品セットの製作・販売により、一層のブ
ランド化を構築。
・２月に東京ＫＩＴＴＥにて４市の連携イベントを開
催。

・東京ＫＩＴＴＥでの４市連携イベントの継続化。
・費用のかからないインフルエンサーの模索。
（ユーチューバー等）

4 4

延べ757件の相談を受けた。また年６回広報へ
子育て情報を掲載、子育てコンシェルジュだより
を発行した。

引き続き、訪問、電話、メール等で子育ての悩み
相談を受け付ける。またふくしあや図書館と連携
し出張相談受付も行う。広報やたよりで子育て情
報を発信する。

4 4

35件の申請受付(うち5件辞退)、交付を行って
いく。

引き続き35件の申請受付をし、三世代同居の
後押しをする。

4 4

掛川市のシンボルである掛川城にプロジェクショ
ンマッピングを行うことで、掛川の魅力を全国に
向けて発信した。12月のイベント当日は、約
2,000人が来場した。

市内で実施する事業のほか、都心部を拠点とし
た事業を展開することで、全国に向けた掛川市
の魅力発信、認知度向上を図る。

平成30年度 令和元年度

－ －

－ －

(５)　シティプロモーションを支える担い手づくり

53

※再掲
シティプロモーション市民協働による提
案事業
（観光・シティプロモーション課）

47
産業賞受賞による掛川茶情報発信
（お茶振興課）

事業名

掛川市の認知度向上都市／イメージの形成・浸透

実施年度評価（５段階評価）
効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

事
業
No.

事業名

48
世界農業遺産活用
（お茶振興課）

達成状況の説明

50
茶文化プロジェクト
（お茶振興課）

掛川茶ひろめ隊
（お茶振興課）

51
子育てコンシェルジュ事業
（こども政策課）

52
三世代同居応援事業
（こども政策課）

実施年度評価（５段階評価）
効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

達成状況の説明

54
市民活動推進補助事業
（生涯学習協働推進課）

掛川市の認知度向上都市／イメージの形成・浸透
事
業
No.

49
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平成30年度 令和元年度

4 4

掛川駅北口・南口周辺に産地賞受賞の掲示を
行い、市民にも周知を行うことで、愛着心の醸成
を図った。

掛川において全国に誇れるレベルの高品質なお
茶の生産が続けられてきたことを市民にも周知を
図り、誇りや愛着心の醸成を図る。

5 5

茶草場応援ボランティアに６企業１０９人に参加
いただいた。作業支援を通じて、茶草場農法へ
の理解が深まり、ファン醸成の機会となった。参
加者個々にも情報発信に努めていただくよう働き
かけた。

企業ＣＳＲ活動と連携した、茶草場農法の応援
を行うとともに、個人でも体験できる機会構築を
検討する。

4 4

ポットから急須に直接お湯を淹れる消費者が多
いことから、熱いお湯で抽出するお茶の開発販売
につながった。

誇りと自慢できる、おらが町の特産品。

－ －

－ －

4 4

育児不安の解消、家庭での子育て力の向上を
はかることにより、子育てしやすい環境づくりがで
きた。

育児不安の解消、家庭での子育て力の向上を
はかることにより、子育てしやすい環境づくりをめ
ざす。

4 4

子どもを安心して産み育てられる環境整備を後
押しし、家族の絆の再生を図った。また、高齢者
の孤立を防ぐことにもつながり、住みやすいまちづ
くりの手助けとなった。

子どもを安心して産み育てられる環境整備を後
押しし、家族の絆の再生を図り、住みやすいまち
づくりの構築を図る。

4 4

地元高校生が主体となって、地元の小中学生や
企業と連携してイベントづくりを行うことで、シビッ
クプライドの醸成を図った。

市内の学校や企業、団体等と連携して事業を展
開することで、市民参画を拡大し、より多くの市民
のシビックプライド醸成を目指す。

平成30年度 令和元年度

4 4

まちづくり協働センターのフェイスブック等により同
事業の情報発信を行い、申請を考える団体から
の相談に対応することで、掛川市に関わる市民
活動やCSRの活性化を促進した。5団体の協働
事業を採択した。

採択事業の運営を支援し、事業に協賛する市民
やNPO、企業等の増加を目指す。

事業の活用がしやすいよう、10万円以下の
提案事業については、書類審査のみとする
変更の検討を行う。

市民の誇りや愛着心の醸成

改善の余地や今後の展開

達成状況の説明

海外からの観光客が増加しているが、茶草
場農法を英語で説明できるガイドがいない
ため、人材育成を行う。

実施年度評価（５段階評価）
効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

お茶のみでなく、各市の特産品や「風土・風
味・風習」を活用し、活動内容を広げたい。

多様な家族形態への対応。補助対象の精
査。申請多数の場合の対応方法。広報等。

改善の余地や今後の展開
実施年度評価（５段階評価）

効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

達成状況の説明

市民の誇りや愛着心の醸成

新しい公共の担い手となる団体の育成・活
性化のさらなる支援のために、有効な告知
方法や事業内容を検討する。

困難案件や外国人等で、ことばや習慣、文
化などが違う方への対処方法を検討する。
また、ふくしあや図書館等他機関との連携
を図る。

役所内の横断的協力・連携体制の構築と、
生産者・商業者の協力関係の構築。

前例踏襲の情報発信では受信者が限られ
がちであるため、方策を検討し、新たな情報
発信を実施することで、情報受信者の裾野
を広げていくことが可能である。
その際に、特に若者や県外の人をターゲット
にして、「掛川市＝品質の良い深蒸し茶」と
いうイメージを構築し、消費行動などに繋が
るような情報発信になるように意識する必
要がある。
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平成30年度 令和元年度

2 2

先駆的、実践的な取り組みから市外在住で市内
在勤者から受講生を集めた。

受講生が住みよいまちづくりをすることで、認知
度向上、都市イメージの形成・浸透につながる。

4 4

月夜の茶摘み会（市内56人、市外61人、県外
24人）、月夜の煎茶会（市内79人、市外51人、
県外11人）には、市内外から多くの方に参加い
ただき、掛川茶を体感していただき、効果的なＰ
Ｒができた。

HPやいろいろ媒体によるＰＲにより、月夜の茶摘
み会（市内60人、市外41人、県外14人）は平
日ながら多くの参加者を得ることができた。ＳＮＳ
で発信したくなるような企画をし、参加者に情報
の拡散を働きかけたい。

4 4

庁内ＣＰ推進員約50人を対象としたｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰ
ｼｮﾝ研修を開催。その他部課長、係長を対象と
した研修会を実施。市役所職員としてのＣＰのあ
り方、発信方法等を研修。

職員一人ひとりが自主的にＣＰ実践するために、
どのようなことができるのかを考え行動できるよう
に研修を行う。

2 －

情報発信を容易に行えるようタブレット端末を導
入したが、高齢者にはやや扱いにくい。
インターネット接続以前のパソコン操作が主体と
なるため、情報発信までは到達しにくい。

－

4 4

昨年度の取り組み事例を作成し、ホームページ
への掲載やまちづくり協議会へ情報発信を行っ
た。

取り組み事例を作成し、ホームページへの掲載
やまちづくり協議会へ情報発信を行い、先駆的
な子育て事業を募集し、多くの団体が積極的に
子育てを支援する社会の構築を推進する。

4 4

子育てと仕事の両立環境整備に積極的に取り組
む９事業所を認定した。

子育てと仕事の両立環境整備に積極的に取り組
む事業所を認定予定。

4 4

ＮＰＯ法人と協働で空き家対策に取り組む先進
的な自治体のイメージを形成することができた。

空き家対策の実績に裏付けされる都市イメージ
の形成

5 5

市内３高校での企業説明会の開催やグランドホ
テルでの高校合同企業説明会の開催を行い、
地元企業を知る機会を作った。

市内３高校での企業説明会の開催やグランドホ
テルでの高校合同企業説明会の開催を行い、
地元企業を知る機会を作る。

4 4

シティプロモーション課とともに、東京でＵ・Ｉターン
の説明会に２回参加をして、地元企業の紹介を
行った。

県や民間企業が開催する企業説明会に参加を
して、市内企業のＰＲを行う。

4 4

県外学生に対して、「掛川物語」を使用した魅力
の発信や、就職、仕事関係部門との連携をした
UIJターン相談会を実施。

県内外の学生に対し、掛川での就職や生活情
報の啓発を行い、関係部局と連携した相談会を
引き続き実施。

事
業
No.

63

大学との連携による掛川の魅力情報の
発信
(観光・シティプロモーション課)

61
空家対策の強化
（都市政策課）

62
ＵＩＪターン・地元定住に係る事業
（産業労働政策課）

60
子育てに優しい事業所の認定
（こども政策課）

59

大学との連携による掛川の魅力情報の
発信
（産業労働政策課）

子育て協働モデル事業
（こども政策課）

事業名

掛川市の認知度向上都市／イメージの形成・浸透

実施年度評価（５段階評価）
効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

達成状況の説明

58
市民によるSNSの活用を見据えたIT講
習会の開催
（IT政策課）

55
まちづくり人材育成講座開催事業
（生涯学習協働推進課）

56
お茶のまち掛川づくり事業
（お茶振興課）

57
シティプロモーション推進員研修の実施
(観光・シティプロモーション課)
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平成30年度 令和元年度

4 4

「私がやりたいこと」に、共感を集め「私たちがやり
たいこと」にし、自ら思い描く掛川へ、主体的にま
ちづくり行う市民を増やした。

多くの市民等の共感、支援を集めながら主体的
にまちづくりを行う市民を輩出する。

5 4

Ｔ－１グランプリには、過去最多となる１１６名の
市内小学生に参加いただき、子どものうちからお
茶に親しんでもらい、体感してもらうことができた。

茶商青年団等と協力し、連携を密にして取り組
んでいきたい。特にT-1グランプリには、多くの児
童に参加してもらえるように取り組みたい。

4 4

自主的にCPについて学びたいという組織に対し、
研修を実施。

外部機関にCP研修の働きかけを行い、CPへの
関心を高めてもらう。

－ －

－ －

4 4

①他課と協力し、地域の取り組みを支援し地域
の子育て力の向上を図った。
②市の待機児童の現状と対策の情報発信の場
となった。

実施団体と協議し、子育てしやすい環境を目指
す。

4 4

「子育てに優しい事業所」として認定することによ
り、ワーク･ライフ･バランスの充実強化を図り、子
育てにしやすい環境づくりができた。

「子育てに優しい事業所」として認定することによ
り、ワーク･ライフ･バランスの充実強化を図り、子
育てにしやすい環境づくりを図る。

3 3

間接的ではあるが、地域への空き家対策の啓発
活動をとおし、市民の愛着心の醸成を担うことが
できた。

安全安心な地域づくりへの住民参画による誇り
や愛着心の醸成。

3 4

市内高校のＨＰから、県の就職情報サイトへのリ
ンクを貼るとともに、卒業生に直接その情報サイト
から就職情報が届くようメール登録を促した。

高校生の段階での就職情報サイトへの登録者数
の増加を目指す。

4 4

市内企業の就職情報が掲載されている県の「し
ずおか就職ネット」のＰＲを行い、地元企業を知っ
てもらう機会を作った。

市内企業の就職情報が掲載されている県の「し
ずおか就職ネット」のＰＲを行い、地元企業を知っ
てもらう機会を増やす。

4 4

「掛川物語」やポスターの配布、定期的なCP通
信や広報かけがわの発行による掛川の情報発
信により、学生の地元への愛着心の定着に努め
た。

CP通信発行のほか、移住定住情報等学生に優
位な情報を定期的に発信する。

県内外問わず多くの学生が社会人となる時
に掛川市を選択いただけるように、学生期
間中に掛川の魅力についての働き掛けを行
う。

先進的な取り組みとして、県外からも視察
が訪れるなど、協働によるまちづくりを進め
る都市として、情報発信をすることができ
た。
今後は、危険空き家の除却とともに空き家
を出さないスキーム作りや空き家活用にも
注力する。

先駆的な事業提案がでるよう、効果的なＰ
Ｒを行っていきたい。

ワーク・ライフ・バランスの浸透、実現事業所
の拡大。認定企業の増加と実績づくりを支
援する必要がある。

企業説明会への参加企業を増やすよう、有
効な告知方法を考慮し、十分な告知期間
を設ける。

企業説明会への参加者を増やすよう、有効
な告知方法を考慮し、十分な告知期間を
設ける。

市民の誇りや愛着心の醸成

改善の余地や今後の展開
実施年度評価（５段階評価）

効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

事業を進めていく上では、講師となる人材の
確保・育成が必要不可欠であるが、人材確
保が困難であるため、一般向け講習を中止
する。

新規の参加者を獲得できるように、効果的
なＰＲを行っていきたい。

積極的にｼﾃｨﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝへ参加する人々が
増えるために、どのような人に対しどのような
研修が必要か検討する。

当事業は、市民が思い描く住みよいまちづく
りを、自らの手で実現できるようにするための
人材育成事業で、CPにつながるには年月を
要する。

達成状況の説明
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平成30年度 令和元年度

4 4

子育て世代を対象とした移住相談や雑誌の掲
載を行い、掛川の魅力発信を行った。

県内外の子育て世代を対象としたプロモーション
キャンペーンや、雑誌、新聞の掲載で情報発信
を行う。

－ －

－ －

4 4

市民協働会議内で「掛川物語」冊子、ﾎﾟｽﾀｰ配
布のほか、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄをＨＰ上で掲
載。天浜線ﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ電車にも活用。

きんじろうとﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞをｾｯﾄにしたイラストの
作成等、企業が使用しやすいﾃﾞｻﾞｲﾝの開発と
営業活動の促進を図る。

3 4

掛川にゆかりがあり、発信力のある人物に大使を
委嘱することで、掛川市の認知度向上を図った。
平成31年２月現在で、41名に大使を委嘱した。

大使を活用したプロモーション企画の仕掛け・実
施により、国内外に掛川市を売り込む。

4 4

・お茶大使による、海外での活動、コンサートやラ
ジオ等での掛川茶ＰＲを実施。

今までどおり、個人の活動のなかで、掛川茶及び
掛川市の情報発信を継続。

4 5

海外茶業界の著名人による掛川茶の情報発信
を行ったことで、米国及び欧州、南米の茶業教
育機関での掛川茶講座の開講や、インフルエン
サーの著書及び茶情報誌等の掲載に繋がった。

茶業関係者であるか否かを問わず、多数のイン
バウンドを対象に掛川茶に触れられる機会を創
出し、帰国する際には掛川茶ファンと化す掛川
ならではの「おもてなし」空間（体制）を構築す
る。

5 5

第15回「Ｂ＆Ｇ全国教育長会議」での発表や日
本教育新聞のインタビューの中で、教育長から掛
川市の防災教育について発信することができた。

岩手県から講師を招き、東北の震災や今後の備
えについて学んだり、大学関係者と連携した訓練
を行ったりし、取組を広く発信していく。

平成30年度 令和元年度

4 4

庁内関係課と定期的に情報交換等を行う等連
携体制の強化を図り、本年度設立されたランド・
バンクとの連携も密に図り、相談者ニーズに応え
る体制づくりを心掛けた。

庁内関係課における更なる連携と、より外部機
関との連携強化。

事業名

掛川市の認知度向上都市／イメージの形成・浸透

実施年度評価（５段階評価）
効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

達成状況の説明

(６)　移住・定住の促進

70
防災教育推進事業
（学校教育課）

※再掲
企業によるブランドメッセージ・ロゴマーク
を活用したコラボ商品開発の促進
（観光・シティプロモーション課）

実施年度評価（５段階評価）
効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

達成状況の説明

1
移住者受け入れ環境の整備
(観光・シティプロモーション課)

事
業
No.

事業名

掛川市の認知度向上都市／イメージの形成・浸透

67
輝くかけがわ応援大使による情報発信
(観光・シティプロモーション課)

68
掛川お茶大使による情報発信
（お茶振興課）

69
掛川茶輸出拡大事業による情報発信
事業
（お茶振興課）

64
子育て世帯（アパート・企業従業員）へ
の売り込み
(観光・シティプロモーション課)

65
大学へのまちづくり研究フィールドの提
供
(観光・シティプロモーション課)

66

事
業
No.
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平成30年度 令和元年度

4 4

雑誌の掲載や動画の作成を行うことで、共感や
話題作りのきっかけを設けた。

動画の拡散や効果的な雑誌や新聞掲載、ポス
ター掲示等により、郷土愛の醸成を図る。

3 3

市民協働会議交流会を開催し、その中で高校
生、大学生の発表の場等を設け、若者がまちづ
くりに参加する場の提供を行い、協働会議内の
連携を図った。

市民協働会議内の連携を深め、高校、大学生も
まちづくりに参加しやすい企画を検討。

3 4

行政以外で使用されることにより、市民の関心を
深めるように努めた。

様々な場面でﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ、ﾛｺﾞが目につくよう
に働きかけを行う。

3 4

市HP内に、「応援大使NEWS」のページを作成
し、大使の活動や活躍を発信することで、市民の
誇りの醸成を図った。

大使自身に掛川の魅力を語ってもらう機会をつく
り、市民が共感することでシビックプライドの醸成
を図る。

－ 4

－
大使の皆さんはそれぞれ掛川市を気にかけPRし
てくれる。気持ちの持続のためのフォローアップが
必須。

4 5

行政、農協、茶商と三位一体で連携し、各分野
（ＰＲ、生産、流通）の専門が場面毎に対応する
ことで、正確かつ効率的な情報発信を行った。

茶商だけでなく、地元生産者とインバウンドが直
接触れ合える機会を作り、掛川が世界に注目さ
れている茶産地であることを市民に認識させるこ
とで、茶生産や海外輸出に対する機運を高め
る。

5 5

防災キャンプは、千浜小、栄川中、東中で行い、
地域の方と連携して取り組むことができた。１２月
の地域防災訓練にも、多くの児童・生徒が参加し
た。

防災キャンプを地域と連携して行うとともに、地
域防災訓練への参加を推進する。

平成30年度 令和元年度

－ －

－ －

市民の誇りや愛着心の醸成

改善の余地や今後の展開
実施年度評価（５段階評価）

効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

達成状況の説明

改善の余地や今後の展開
実施年度評価（５段階評価）

効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

達成状況の説明

事業所、地域への関係構築の働きかけの
促進と空き家等を活用したお試し住宅の検
討。

防災キャンプや防災教育を積極的に行って
いる学校を紹介し、市内全体の防災意識を
高め、地域の担い手を育てていく。

市民に対する大使の周知及び大使の有効
的な活用方法の検討。

市民の誇りや愛着心の醸成

お茶大使と応援大使を分けず、応援大使に
統一してほしい。

PRのみにとどまらず、流通を司る茶商との連
携を図った取組により、認知度向上を主目
的としたインバウンド（茶業関係者）の招聘
が、第二段階としてビジネスマッチングに発
展するようになってきたため、今後も同様の
ケースを促し、掛川茶の輸出促進を併せて
図る。

大学生が掛川をフィールドにした環境整備
の検討。

きんじろうデータ借用の際に営業をかけた
り、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ、ﾛｺﾞ活用の告知をする
等営業の幅を広げる。

市民協働会議を通じたPR法の検討。
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平成30年度 令和元年度

3 3

北海道豊頃町と掛川市は互産互消協定を締結
し、互産互生機構と連携し物の交流拡大を進め
ている。また、山形県東根市など互産互生機構
とともに訪問し、互産互消の趣旨を説明し物の交
流の開拓を行った。

互産互消を理解し推進する相手市町を開拓す
るため、互産互生機構と訪問、物の交流を拡大
させる。

3 4

ＨＰやパンフレットに二地域居住の提案記事を掲
載し、啓発を行った。

ＨＰ、パンフレットの啓発に加え、移住相談会での
提案や不動産の連携を図る。

4 4

首都圏の移住相談に５回参加し、２回は関係課
と合同による相談会の開催を行った。多角的視
点により移住相談に対応した。

東京における相談会参加の他、名古屋の移住
相談の実施や、東京における出張移住相談「掛
川ＤＡＹ」を開催し、より多くの方に掛川の情報発
信を行った。

4 4

「家を建てるときに読む本」「びぶれ」の掲載を
し、メディアを活用し広く掛川を情報発信した。

読者が多く人気のある媒体を選択し、掛川の情
報掲載を行い、移住・定住促進に努める。

3 4

定期的にＣＰ通信の発行を行い、掛川市の情報
をメールやチラシで発信。

移住関連事業の掲載を盛り込みながら、引き続
きＣＰ通信で情報発信を行う。

4 4

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞ入りのポスターや、駅前広告塔の
設置、ほのぼのパスでの大型魅力写真の掲示等
を行い、多くの人が目にする機会を設けた。

ﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝやﾗｸﾞﾋﾞｰﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ等の
開催に伴い、掛川市への交流人口増が見込ま
れるため、多くの方が目にし、印象に残る掲示や
啓発品の配布等を行う。

4 4

シティプロモーション課とともに、東京でＵ・Ｉターン
の説明会に２回参加をして、地元企業の紹介を
行った。

県や民間企業が開催する企業説明会に参加を
して、市内企業のＰＲを行う。

4 4

県外学生に対して、「掛川物語」を使用した魅力
の発信や、就職、仕事関係部門との連携をした
ＵＩＪターン相談会を実施。

県内外の学生に対し、掛川での就職や生活情
報の啓発を行い、関係部局と連携した相談会を
引き続き実施。

4 4

平成30年４月末に掛川の暮らしにフォーカスした
内容で掛川の魅力を発信するサイト「掛川物語」
の開設。

サイトのカスタマイズを自前で行えるよう改修を行
い、常に新鮮な情報が配信できるような組み立
てを行えるよう追加、修正を行い、内容の充実を
図るとともに、多くの方に検索していただくよう啓
発を行う。

4 －

掛川桜、ゆり、シティプロモーション動画の作成を
行い、ＨＰ掲載やシティプロモーションキャンペー
ンや各種イベントで活用しながら全国に発信。

－

※再掲
大学との連携による掛川の魅力情報の
発信
（産業労働政策課）

※再掲
大学との連携による掛川の魅力情報の
発信
（観光・シティプロモーション課）

8

※再掲
プロモーションサイトの充実運営（移住・
定住促進サイト）
（観光・シティプロモーション課）

9
※再掲
掛川の魅力動画の作成
（観光・シティプロモーション課）

6

※再掲
ブランドメッセージ周知等キャンペーンに
よるプロモーション
（観光・シティプロモーション課）

7

事
業
No.

事業名

掛川市の認知度向上／都市イメージの形成・浸透

実施年度評価（５段階評価）
効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

達成状況の説明

5
企業（従業員）への売り込み
(観光・シティプロモーション課)

3
首都圏での移住相談会
(観光・シティプロモーション課)

4
雑誌等による移住・定住促進
(観光・シティプロモーション課)

2

二地域居住の推進
（農林課）

二地域居住の推進
(観光・シティプロモーション課)
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平成30年度 令和元年度

3 3

北海道豊頃町へのサイクルツーリズムを継続実
施。

市民に互産互消の認知度を向上させるため、市
内の直売所に互産互消コーナーを設置する。

－ －

－ －

－ －

－ －

4 4

「家を建てるときに読む本」「びぶれ」の掲載を行
い、市民が目にすることで喜びに感じ、誇りや愛
着心に繋がる

読者が多く人気のある媒体を選択し、市民にも
多くの情報を伝える。

3 4

定期的にCP通信の発行を行い、掛川市の情報
をメールやチラシで発信を行うことで、掛川への
関心を高めた。

移住関連事業の掲載を盛り込みながら、引き続
きCP通信で情報発信を行う。

4 4

掲示等の啓発において、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞや写真
等が話題となり、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞが市民に広く浸
透し、他市への自慢となる機会を設けた。

市民自らが、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞや掛川のお勧め等
を自慢できるような掲示や啓発品の配布等を行
う。

4 4

市内企業の就職情報が掲載されている県の「し
ずおか就職ネット」のＰＲを行い、地元企業を知っ
てもらう機会を作った。

市内企業の就職情報が掲載されている県の「し
ずおか就職ネット」のＰＲを行い、地元企業を知っ
てもらう機会を増やす。

4 4

「掛川物語」やポスターの配布、定期的なCP通
信や広報かけがわの発行による掛川の情報発
信により、学生の地元への愛着心の定着に努め
た。

CP通信発行のほか、移住定住情報等学生に優
位な情報を定期的に発信する。

4 4

平成30年４月末に掛川の暮らしにフォーカスした
内容で掛川の魅力を発信するサイト「掛川物語」
の開設。

サイトのカスタマイズを自前で行えるよう改修を行
い、常に新鮮な情報が配信できるような組み立
てを行えるよう追加、修正を行い、内容の充実を
図るとともに、多くの方に検索していただくよう啓
発を行う。

4 －

作成した動画を市民協働会議内で配布や交流
会、市役所ロビーでの放映を行った。

－

企業説明会への参加者を増やすよう、有効
な告知方法を考慮し、十分な告知期間を
設ける。

県内外問わず多くの学生が社会人となる時
に掛川市を選択いただけるように、学生期
間中に掛川の魅力についての働き掛けを行
う。

最新の情報が検索できるようサイト内の充
実を図る。

－

多くの人にﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞが浸透するよう
に、あらゆる機会にﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾒｯｾｰｼﾞが目に触
れるように検討する。

市民の誇りや愛着心の醸成

改善の余地や今後の展開
実施年度評価（５段階評価）

効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

達成状況の説明

移住関連のニーズを把握し、市民協働会
議の各職場においても啓発を図る。

庁内他部署の連携と、関係事業所、県、他
市町との連携を図り、市単独のみならず、
多角的視点により移住者獲得を目指す。

県内版だけでなく、全国に向けた情報発信
ができるように範囲の拡大を図る。

地域商社である互産互生機構の扱う商品
量を拡大させることで、手数料収入を増
加、人の交流事業を展開させる。そのため
行政は信用力で後方支援する。

互産互消を行っている地域に向けた二地
域居住の啓発。
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平成30年度 令和元年度

4 4

応援大使の森澤祐介氏を活用したツアーを開
催することで、掛川市の認知度向上を図った。定
員30人を超える35名の応募があった。

昨年に引き続き、森澤大使とのツアーを企画す
ることでより一層の認知度向上を図る。県内他市
町へのチラシ配架に加え、各ＳＮＳを活用した告
知を行い、県内および全国に発信する。

4 4

ＮＰＯ法人と協働で空き家対策に取り組む先進
的な自治体のイメージを形成することができた。

空き家対策の実績に裏付けされる都市イメージ
の形成

5 5

市内３高校での企業説明会の開催やグランドホ
テルでの高校合同企業説明会の開催を行い、
地元企業を知る機会を作った。

市内３高校での企業説明会の開催やグランドホ
テルでの高校合同企業説明会の開催を行い、
地元企業を知る機会を作る。

4 4

延べ757件の相談を受けた。また年６回広報へ
子育て情報を掲載、子育てコンシェルジュだより
を発行した。

引き続き、訪問、電話、メール等で子育ての悩み
相談を受け付ける。また、ふくしあや図書館と連
携し出張相談受付も行う。広報やたよりで子育て
情報を発信する。

4 4

35件の申請受付(うち５件辞退)、交付を行って
いく。

引き続き35件の申請受付をし、三世代同居の
後押しをする。

4 4

昨年度の取り組み事例を作成し、ホームページ
への掲載やまちづくり協議会へ情報発信を行っ
た。

取り組み事例を作成し、ホームページへの掲載
やまちづくり協議会へ情報発信を行い先駆的な
子育て事業を募集し、多くの団体が積極的に子
育てを支援する社会の構築を推進する。

4 4

子育てと仕事の両立環境整備に積極的に取り組
む９事業所を認定した。

子育てと仕事の両立環境整備に積極的に取り組
む事業所を認定予定。

4 4

子育て世代を対象とした移住相談や、雑誌の掲
載を行い掛川の魅力発信を行った。

県内外の子育て世代を対象とした、プロモーショ
ンキャンペーンや雑誌、新聞の掲載で情報発信
を行う。

4 4

掛川市公衆無線LAN推進協議会と連携し、サー
ビス提供施設の拡充を図った。
公衆無線ＬＡＮサービス提供施設PRサイトに市内
の観光施設の紹介記事を掲載した。

協議会と連携し、公衆無線ＬＡＮサービス提供施
設ＰＲサイトに掛川市独自の魅力を発信できる記
事の掲載を引き続き行う。

4 4

・英大手ラグビー雑誌「RUGBY WORLD」のラグ
ビワールドカップ2019特別企画「ONE YEAR TO
GO」11月号へ掛川市の紹介記事を掲載。（事
業費はスポーツ振興課予算）
・ドイツ人有名ブロガー招聘協力、掛川市の紹
介。
・韓国向けFacebook「トランドラン」へ掛川市の紹
介記事掲載。

観光協会や観光施設等と連携して、外国人に向
けた情報発信を強化する。（事業費は観光協会
予算、その他スポーツ振興課事業費あり）

4 4

「ジャパンガイド」ＨＰ掲載や、観光施設等での放
映、スポーツ関連来掛者への配布、海外在住の
輝くかけがわ応援大使への活用依頼等により啓
発。

「ジャパンガイド」動画の活用とともに、英語表記
の駅前広告塔の作成や、インパクトのあるサンバ
イザー等の啓発品配布で外国人向けに啓発。

※再掲
海外への情報発信機能の強化
（観光・シティプロモーション課）

事
業
No.

事業名

掛川市の認知度向上都市／イメージの形成・浸透

実施年度評価（５段階評価）
効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

達成状況の説明

18

※再掲
海外への情報発信機能の強化
（IT政策課）

※再掲
海外への情報発信機能の強化
（観光・シティプロモーション課）

16
※再掲
子育てに優しい事業所の認定
（こども政策課）

17

※再掲
子育て世帯（アパート・企業従業員）へ
の売り込み
（観光・シティプロモーション課）

14
※再掲
三世代同居応援事業
（こども政策課）

15
※再掲
子育て協働モデル事業
（こども政策課）

12
※再掲
ＵＩＪターン・地元定住に係る事業
（産業労働政策課）

13
※再掲
子育てコンシェルジュ事業
（こども政策課）

10
※再掲
魅力発見体験バスツアー
（観光・シティプロモーション課）

11
※再掲
空家対策の強化
（都市政策課）
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平成30年度 令和元年度

4 4

掛川で子育て支援を行う市民活動団体「ママバ
トン」が企画・主催。市民が魅力を再発見する機
会となった。

企業等との連携も強化し、運営に関わる市民を
増やすことを目指す。

3 3

間接的ではあるが、地域への空き家対策の啓発
活動をとおし、市民の愛着心の醸成を担うことが
できた。

安全安心な地域づくりへの住民参画による誇り
や愛着心の醸成。

3 4

市内高校のＨＰから、県の就職情報サイトへのリ
ンクを貼るとともに、卒業生に直接その情報サイト
から就職情報が届くようメール登録を促した。

高校生の段階での就職情報サイトへの登録者数
の増加を目指す。

4 4

育児不安の解消、家庭での子育て力の向上を
はかることにより、子育てしやすい環境づくりがで
きた。

育児不安の解消、家庭での子育て力の向上を
はかることにより、子育てしやすい環境づくりをめ
ざす。

4 4

子どもを安心して産み育てられる環境整備を後
押しし、家族の絆の再生を図った。また、高齢者
の孤立を防ぐことにもつながり、住みやすいまちづ
くりの手助けとなった。

子どもを安心して産み育てられる環境整備を後
押しし、家族の絆の再生を図り、住みやすいまち
づくりの構築を図る。

4 4

①他課と協力し、地域の取り組みを支援し地域
の子育て力の向上を図った。
②市の待機児童の現状と対策の情報発信の場
となった。

実施団体と協議し、子育てしやすい環境を目指
す。

4 4

「子育てに優しい事業所」として認定することによ
り、ワーク･ライフ･バランスの充実強化を図り、子
育てにしやすい環境づくりができた。

「子育てに優しい事業所」として認定することによ
り、ワーク･ライフ･バランスの充実強化を図り、子
育てにしやすい環境づくりを図る。

4 4

雑誌の掲載や動画の作成を行うことで共感や話
題作りのきっかけを設けた。

動画の拡散や効果的な雑誌や新聞掲載、ポス
ター掲示等により郷土愛の醸成を図る。

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

ジャパンガイドの活用の促進や、海外のシ
ティプロモーションとして効果の高い手法を
検討していく。

市民の誇りや愛着心の醸成

改善の余地や今後の展開
実施年度評価（５段階評価）

効果あり←　５　・・・・・　１　→効果なし

－

達成状況の説明

ワーク・ライフ・バランスの浸透、実現事業所
の拡大。認定企業の増加と実績づくりを支
援する必要がある。

市民協働会議を通じたPR法の検討。

多様な家族形態への対応。補助対象の精
査。申請多数の場合の対応方法。広報等。

先駆的な事業提案がでるよう、効果的なＰ
Ｒを行っていきたい。

企業説明会への参加企業を増やすよう、有
効な告知方法を考慮し、十分な告知期間
を設ける。

困難案件や外国人等で、ことばや習慣、文
化などが違う方への対処方法を検討する。
また、ふくしあや図書館等他機関との連携
を図る。

外から人を呼び込む仕掛けはもちろん、市
内企業に勤務する市外在住の方など、移
住・定住の視点での企画をする。
リピーターと新規参加者を増やすため、有効
な告知方法を考える。

先進的な取り組みとして、県外からも視察
が訪れるなど協働によるまちづくりを進める
都市として情報発信をすることができた。
今後は、危険空き家の除却とともに、空き家
を出さないスキーム作りや空き家活用にも
注力する。

ラグビーワールドカップ開催の年でもあり、効
果的な事業を今後も検討していく。
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2. シティプロモーションにおける主な指標の検証 

 

3. 移住・定住における主な指標の検証 

 

令和元年度評価数値

年度 数値 【目標値】

市民の掛川市（郷
土の歴史や文化）
への誇り・愛着度

H29 51.7%
48.9%

【55.0%】

市民意識調査における
「思う」「まあ思う」の割合
合計値

基準値と比較し、微減したものの、誇
り・愛着度に関してはほぼ横ばいの数
値となっている。

市民による掛川
市の推奨度 H30 56.1%

56.5%
【56.5%】

市民意識調査における
「思う」「まあ思う」の割合
合計値

平成30年度から調査に加え、基準値
及び目標値を確定（設定）した。目標ど
おり推奨度が上がった。

市民の発信度（シ
ティプロモーショ
ン）

H30 14.2%
19.4%

【19.2%】

市民意識調査における「し
ている」「少しはしている」の
割合合計値

平成30年度から調査に加え、基準値
及び目標値を確定（設定）した。基準
値から約5%上がり、目標値を達成し
た。

ウェブサイトへのア
クセス数 H30 19,804件

21,855件
【21,784件】

プロモーションサイト（市
ホームページ）へのアクセ
ス数

平成30年度に作成・公開し、基準値
及び目標値を確定（設定）した。公開
当初は、広報紙や新聞等で紹介され
て多くのアクセスがあった。その後ウェ
ブ広告にて閲覧数増を図り、目標値を
達成した。

SNS等の登録者数 H29

・市公式FB:
　427
・観光FB:
　2,829
・観光insta:
　1,163

・市公式FB:
　795【1,000】
・観光FB:
　3,180【3,000】
・観光insta:
　2,832【1,500】

市保有等SNS等の登録者
数

基準値と比較し、登録者数はどれも増
加傾向となっている。観光関係のSNS
においては、ラグビーワールドカップの
影響もみられ、登録者数の大幅な増
が見られた。

掛川市の認知度 H28 6.7%
13.1%

【10.0%】

ブランド総合研究所「地域
ブランド調査」の「認知」に
おける「よく知っている」・
「知っている」の割合合計
値

「地域ブランド調査2019」より掲載。目
標値を上回る数値となっている。

掛川市の魅力の
認知度 H28 8.9%

15.9%
【10.0%】

ブランド総合研究所「地域
ブランド調査」の「魅力」に
おける「とても魅力的」・「や
や魅力的」の割合合計値

「地域ブランド調査2019」より掲載。目
標値を上回る数値となっている。

掛川市の良好な
イメージ想起率 H28 29.1%

55.2%
【33.0%】

ブランド総合研究所「地域
ブランド調査」の「イメージ
想起率」の割合

「地域ブランド調査2019」より掲載。目
標値を大きく上回る数値となっている。

指　標
基準値

把握方法 数値の解説・考察

1　掛川市民の誇りや愛着心（シビックプライド）の醸成に関する指標

２　掛川市の認知度向上と都市イメージの形成・浸透に関する指標

令和元年度評価数値

年度 数値 【目標値】

東京圏在住者や
市内観光客等に
対するシティセー
ルスの実施

H29 13回
26回

【15回】
庁内調査

評価時点で、基準値を超えており、目
標値を達成している。

移住相談件数 H29 82件
140件
【90件】

県調査
評価時点で、基準値を超えており、目
標値を達成している。

移住件数
（世帯数） H29 18件

47件
【20件】

県調査
評価時点で、基準値を超えており、目
標値を達成している。

移住･定住における主な指標

指　標
基準値

把握方法 数値の解説・考察
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4. シティプロモーションウェブアンケート調査結果 

 

◎ 市ホームページ上でウェブアンケートを実施 

実施期間：令和元年 12月 10 日～令和２年１月５日 

回答者数：74 

 

 

問１ あなたのお住まいの地域について、次からひとつ選んでください。 

 

   

 

 

 

 

問２ あなたの性別について、次からひとつ選んでください。 

 

   

 

 

 

 

 

件数 比率

1 栄川中学校区 2 3%

2 19 26%

3 13 18%

4 8 11%

5 3 4%

6 9 12%

7 2 3%

8 4 5%

9 4 5%

10 10 14%

74 100%

選択肢

計

市外

東中学校区

西中学校区

桜が丘中学校区

原野谷中学校区

北中学校区

城東中学校区

大浜中学校区

大須賀中学校区

件数 比率

1 47 64%

2 26 35%

3 1 1%

74 100%

男

計

選択肢

女

その他
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問３ あなたの年齢区分について、次からひとつ選んでください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ あなたは、掛川市に誇りと愛着を持っていますか。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

件数 比率

1 0 0%

2 7 9%

3 16 22%

4 23 31%

5 16 22%

6 11 15%

7 1 1%

74 100%

20歳未満

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

選択肢

70歳以上

計

件数 比率

1 33 45%

2 28 38%

3 7 9%

4 6 8%

5 0 0%

74 100%

選択肢

計

思う

まあ思う

あまり思わない

思わない

わからない



30 
 

問５ あなたが、誇りと愛着を持っているものを、２つ以内でお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ あなたは、市外の人に掛川市をいいところだとお勧めしたいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

件数 比率

26 29%

14 16%

14 16%

13 15%

11 12%

6 7%

4 4%

1 1%

89 100%

任意回答

掛川城など３城、歴史的建造物、町並み

掛川駅、新幹線、東名IC、交通の便が良い

掛川茶

お祭り、伝統、文化、郷土の偉人

報徳思想、生涯学習

その他（花鳥園、ならここ、バラ、高校の数）

ない

計

（複数回答あり）

自然、気候、景観、人柄、郷土愛、環境、治安、農産物、住みやすい、適度な田舎

件数 比率

1 38 51%

2 19 26%

3 9 12%

4 7 9%

5 1 1%

74 100%

選択肢

計

思う

まあ思う

あまり思わない

思わない

わからない
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問７ あなたがお勧めしたいと思う掛川市のいいところを、ひとつお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

問８ あなたは、掛川市の魅力を発信していますか。 

 

  

 

 

 

件数 比率

29 50%

6 10%

6 10%

5 9%

3 5%

2 3%

1 2%

4 7%

2 3%

58 100%

自然、気候、景観、人柄、郷土愛、環境、治安、農産物、住みやすい、適度な田舎

掛川城、歴史的建造物、町並み

掛川駅、新幹線、東名IC、交通の便が良い

掛川茶

お祭り、ちっちゃな文化展、伝統、文化

飲み屋が多い

生涯学習

その他（体験施設、観光施設、子育てや高齢者などの政策、天浜線）

任意回答

ない

計

件数 比率

1 24 32%

2 20 27%

3 16 22%

4 14 19%

74 100%

選択肢

している

少しはしている

あまりしていない

全くしていない

計
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問９ あなたが行っている活動や取り組みについて、教えてください。【複数回答可】 

 

  

 

 

 

 

 

問 10 問９で「その他」を選択された場合は、その内容についてご記入ください。 

（問９「６．その他」・・・11 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数 比率

1 23 22%

2 20 19%

3 16 15%

4 18 17%

5 18 17%

6 11 10%

106 100%

地域産品の紹介

その他

計

選択肢

ＳＮＳによる情報発信

（複数回答あり）

地域資源の保全・継承・活用

趣味等による仲間づくり

イベントの企画及び参画

件数 比率

1 9%

1 9%

1 9%

1 9%

3 27%

4 36%

11 100%

任意回答

計

口伝

自治会が行う行事への参加

社外でのコミュニケーションで掛川の良さをアピールしている

県外の友人に、お茶、メロン、石川小芋等、季節の農産物を送っている

ない

無回答

9%

9%

9%

9%

27%

36%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

口伝

自治会が行う行事への参加

社外でのコミュニケーションで掛川の良さをアピールしている

県外の友人に、お茶、メロン、石川小芋等、季節の農産物を送っている

ない

無回答
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問 11 あなたは、どんな活動や取り組みなら、参画したいと思いますか。【複数回答可】 

 

  

 

 

 

 

 

問 12 問 11 で「その他」を選択された場合は、その内容についてご記入ください。 

（問 11「６．その他」・・・８人） 

 

 

 

 

件数 比率

1 23 17%

2 18 13%

3 29 21%

4 32 24%

5 25 19%

6 8 6%

135 100%

選択肢

ＳＮＳによる情報発信

地域資源の保全・継承・活用

趣味等による仲間づくり

イベントの企画及び参画

地域産品の紹介

その他

計

（複数回答あり）

件数 比率

1 13%

1 13%

1 13%

1 13%

1 13%

1 13%

2 25%

8 100%

任意回答

なるべく手間のかからないもの

キャンプ場を活用したアウトドア講座、トレッキング、水生昆虫講座、防災キャンプ

障害者や高齢者の生活支援

eスポーツのイベント

産業振興、特に大型商業施設の誘致等

意識調査、アンケート、ワークショップ、座談会

特に参画したいと思わない

計
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問 13 あなたが、掛川市の情報を得るためによく使う手段を、３つ以内でお選びください。 

 

   

 

 

 

 

問 14 あなたにとって、掛川市は住みやすいところですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数 比率

1 51 24%

2 28 13%

3 14 7%

4 14 7%

5 39 18%

6 11 5%

7 4 2%

8 5 2%

9 18 8%

10 2 1%

11 7 3%

12 15 7%

13 3 1%

14 2 1%

213 100%

選択肢

広報紙

新聞記事

チラシ・ポスター

フリーペーパー（無料配布の冊子）

市のホームページ

ウェブサイト（市のホームページ以外）

メール

Twitter（ツイッター）

Facebook（フェイスブック）

LINE（ライン）

Instagram（インスタグラム）

テレビ

ラジオ

その他

計

（複数回答あり）

件数 比率

1 34 46%

2 33 44%

3 5 7%

4 2 3%

74 100%

どちらかと言えば住みにくい

とても住みにくい

計

選択肢

とても住みやすい

どちらかと言えば住みやすい
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問 15 あなたは、今後も掛川市に住みたいと思いますか。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

件数 比率

1 58 78%

2 2 3%

3 1 1%

4 13 18%

74 100%

掛川市に住み続けるつもりはない

選択肢

今のところずっと住み続けたい

市内の別の場所に移り住みたい

一度は市外に移り住みたいが、いずれは掛川市に戻ってきたい

計
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問 16 若者や子育て世代に、さらに移住・定住してもらうには、何が必要だと思いますか。 

 

 

 

 

件数 比率

30 27%

13 12%

13 12%

9 8%

9 8%

7 6%

4 4%

4 4%

4 4%

4 4%

4 4%

3 3%

2 2%

2 2%

1 1%

1 1%

1 1%

111 100%

田舎特有の古いしきたりが煩わしい、若者の生活スタイルや働き方に合っていない

任意回答

子育て支援、保育園の充実、義務教育の向上、子連れが利用しやすい

ショッピングモール、若者が行きたくなるようなお店、レジャー施設

就職先の充実、いろんな職種、優良企業の誘致、既存企業のPR

税負担の軽減、経済的負担への支援

文化、スポーツ、教育におけるレベルアップ、指導者の充実

AIやIoTを活用した産業・社会の変革

どこに住んでも結局は同じだということをわかってもらうこと

計

公共交通のインフラ整備、歩きたくなる町並み整備

情報発信、継続的なＰＲ

安心安全なまちづくり

大学、学校

市外に宣伝できるようなイベントや飲食店

住みやすいまち、生活に便利なまち、コンパクトシティ化

住居に関する支援、住宅環境の充実

高齢者、独居者が安心して居住できる地域のサポート

駅前活性化（施設の充実、駐車場無料化）
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第3章  戦略別評価 

第 2 章における効果検証結果に基づき、戦略項目ごとに、＜成果＞と＜課題と対策＞に分けて

戦略別評価としてとりまとめました。 

1. まちの目指す姿の形成（ブランドイメージの形成） 

＜成果＞ 

(1) ブランドイメージの可視化 

ａ シティプロモーション市民協働会議による検討を経て、市

民投票により、ブランドメッセージ「あなたの夢、描いたつづ

きは掛川で。」を作成した。 

ｂ ブランドメッセージを視覚的に伝わりやすくするため、中高

生からデザインを募集し、ブランドロゴマークを作成した。 

(2) ブランドメッセージ及びロゴマークの浸透・活用 

ａ ブランドメッセージやロゴマークを、市ホームページや広報紙、資料、冊子、看板、啓発品

などに掲載し、市内外への浸透を図った。 

ｂ 企業や団体等に対しても積極的な活用を働き掛け、バスや電車へのラッピング、企業及

び団体広報紙に掲載していただき、官民協働による浸透を図った。 

ｃ ラグビーワールドカップ 2019 や静岡デスティネーションキャンペーンの開催に合わせ、掛

川駅前広告塔の整備や駅地下南北自由通路「ほのぼのパス」への大型魅力写真の掲示

などを行い、多くの来訪者に掛川の魅力を印象づけた。 

ｄ 上記の取り組みを行った結果、令和元年度の市民意識調査における「市民の掛川市の推

奨度」は 56.5％と、目標値（56.5％）を達成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
駅前広告塔 

ラッピングバス 

「ほのぼのパス」 
大型魅力写真 
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＜課題と対策＞ 

 (1) ブランドメッセージ及びロゴマークの浸透・活用 

ａ 令和元年度の市民意識調査における「市民の掛川市への誇り・愛着度」は 48.9％で、目

標値の 55％に 6.1％届かなかった。ブランドメッセージやロゴマークの活用機会を増やし

たり、民間を含めて活用分野を広げるなどして、様々な世代への浸透を図る。 

ｂ 中間評価合同ワーキングにおいて、高校生から「若者世代は市のシティプロモーション活

動を知らない」「若者に伝わるような情報発信が必要」との意見が多くあった。各世代に情

報が伝わるよう、世代に応じたやり方で情報発信を行っていく。 

(2) ブランドメッセージが描くまちの実現に向けて 

ａ 市の様々な施策とブランドメッセージとの関連性が十分でないのが課題であり、これは地

域や企業、団体等が実施する事業にも広げていかなければならない。ブランドメッセージ

が描くまちを実現するための施策形成や事業の検討を行っていく。 

ｂ ウェブアンケートにおいて、「掛川市の何に誇りと愛着を持っているか」という問いに対し、

「自然、気候、人柄、郷土愛、環境、適度な田舎」など、住みやすさに関する回答が一番

多かった。市民等が誇りに感じている「住みやすさ」を活かしたブランドイメージ戦略を構築

していく。 

ｃ 専門家評価員からは、「掛川市はこういうまちになります」といった目指す姿が必要という

意見があった。ブランドイメージを形成するプロセスとして、すべての市民が語れるようなま

ちの将来像を明確にし、それに向けた戦略を体系化していく。 

ｄ 令和元年度の高校生意識調査において、高校卒業後に大学・専門学校等への進学希

望者のうち、45.6％が県外での就職を希望している。高校生が、将来掛川で働き、家庭を

持ち、快適な生活を送るイメージが持てるよう、地域や企業等と連携して、まちの魅力や

価値を高めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪今後の重点事業≫ 

ａ ブランドメッセージ及びロゴマークの周知・浸透 

 ポスターや広報紙、看板、横断幕、啓発品への掲載などにより、市民の目に触れる機

会を増やし、ブランドメッセージとロゴマークを広く市民に浸透させていく。 

ｂ ブランドメッセージ及びロゴマークの活用促進 

 広報やシティプロモーションだけでなく、様々な行政分野での活用を広げていくととも

に、企業や団体等における広告物や商品等への活用も働き掛け、官民協働で市民への

浸透を図る。 

ｃ ブランドイメージの形成 

 ウェブアンケートなどから、市民が「掛川市は住みやすい」と感じていることをまちの価値

と捉え、「住みやすいまち」をブランドイメージとした施策形成を図っていく。 
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2. 市民参画の拡大 

＜成果＞ 

(1) 地域資源の再発見、磨き上げ 

ａ シティプロモーションの推進に係る事業を市民から募集し、高校生主体の「掛川城プロジェ

クションマッピング」や、子育てママ団体主体の「応援大使と巡る掛川魅力発見ツアー」な

ど、地域資源や魅力を活かした事業企画により、ターゲットである若者や子育て世代に対し

て魅力発信を行った。 

ｂ シティプロモーション市民協働会議交流会を機会に、応援大使でプロスノーボーダーの三

木つばきさんと(株)キャタラーが出会い、スポンサー契約が結ばれた。企業ＣＭへの応援

大使の起用や、企業イベントにおける応援大使を活用した市のＰＲなど、お互いに協力や

応援をしながら、掛川市のプロモーションにつながるモデルケースとなった。 

ｃ 協働によるまちづくり活動発表会を通じて、市内の様々な地域の魅力やその魅力を活かし

たまちづくり活動を学ぶことで市民力が向上し、郷土に対する市民の誇りと愛着心（シビック

プライド）の醸成が図られた。 

ｄ その他、健康づくり、文化振興、歴史まちづくり、葛布等の伝統工芸、郷土の偉人顕彰、か

けがわお茶の間宣言、松ヶ岡プロジェクトなど、庁内各課において、各分野における地域資

源の再発見や磨き上げを推進した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 魅力（地域資源）の拡散 

ａ 企業、地域、団体、大学、高校等により組織された「シティプロモーション市民協働会議」

は、平成 29 年度に 102 団体で発足し、令和２年３月現在で 112 団体まで増えた。市民

協働会議では、掛川の魅力の洗い出しやターゲットの設定、ブランドメッセージやロゴマー

クの検討など、様々なテーマでワーキングを開催し、市民目線の魅力やアイデアを様々な

シティプロモーション施策に取り入れた。 

シティプロモーション市民協働事業 
左：掛川城プロジェクションマッピング 
上：応援大使と巡る掛川魅力発見ツアー 
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ｂ シティプロモーション市民協働会議交流会などを通じた会員同士の交流により、お互いの

取り組みを学んだり、情報交換をすることで、地域の魅力発信やシティプロモーション活動

に取り組む人を増やした。 

ｃ ブランドメッセージに沿った魅力的な人やシーン、風景、建物などの掘り起こしを行うため

のフォトコンテストとインスタグラムコンテストを開催し、フォトコンテストには約 80 点、インス

タグラムコンテストには約 300 点の応募があった。また、応募作品をホームページやパン

フレット等に掲載し、掛川の魅力発信ツールとして活用している。 

ｄ 令和元年９月より、ＦＭ番組を活用したシティプロモーション事業をスタート。毎週、番組内

で掛川の様々な情報を紹介し、市民のシビックプライドの醸成を図るとともに、ラジオを通し

て全国に発信している。市が掛川情報を提供し、応援大使が番組を制作、それを市内企

業が応援するという、３者の協働により掛川の魅力を拡散している。 

ｅ 上記の取り組みを行った結果、令和元年度の市民意識調査における「市民の発信度」は

19.4％で、目標値の 19.2％より 0.2％上回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題と対策＞ 

(1) 地域資源の再発見、磨き上げ 

ａ 市民提案によるシティプロモーション市民協働事業では、実施主体が固定化する傾向に

あるため、多くの市民参画を広げていくことが課題である。申請要件を緩和するなどして、

市民が提案しやすい制度に見直ししていく。 

   ｂ ウェブアンケートにおいて、「どんな活動や取り組みなら参画してみたいか」という問いに対

し、「イベントの企画や参画」「趣味等による仲間づくり」という意見が約半分を占めたことか

ら、ニーズに合った市民参画を促していく。 

ｃ 専門家評価員から、掛川に暮らしていることの意味や価値をもっと深掘りして、「○○○だ

から、私は掛川に暮らしている」という市民の積極的な動機を顕在化していくことが大事との

意見があった。掛川に暮らしている市民の様々な声をシティプロモーション戦略に取り入れ

ることにより、市民参画を推進していく。 

 

 

シティプロモーション市民協働会議   左：交流会  右：ワーキング 
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(2) 魅力（地域資源）の拡散 

ａ 中間評価合同ワーキングにおいて、高校生から「学生に向けてもっと情報発信した方がい

い」「学校間で情報共有して学校だより等で情報を拡散する」「掛川のＣＭを高校生が学校

対抗で作る」などの意見があった。高校生は、参画意欲や情報拡散力があることから、こ

れまで以上に高校生の参画を増やすとともに、情報提供を図っていく。 

ｂ 中間評価合同ワーキングやウェブアンケートを通じ、掛川のお勧めするものや売りとするも

のとして、世代に関係なく「掛川茶」をあげる人が多かった。掛川茶を活用したイベントや体

験ツアーの開催、市内茶商の共同による商品開発、掛川茶を使った料理や菓子を出す古

民家カフェなど、お茶に関係する提案も多くあった。市民の多くが掛川の魅力とする掛川茶

をもっと前面に出した情報発信をしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪今後の重点事業≫ 

ａ シティプロモーション市民協働事業（提案型）の見直し 

 提案型団体を増やすとともに、お互いの強みを活かし、複数団体が協働して事業を実

施するなど、市民主体で多様な事業が展開されるように働き掛けをしていく。 

ｂ 市民によるシティプロモーション活動の活発化 

    シティプロモーション市民協働会議交流会での活動発表、広報かけがわやシティプロ

モーション通信などによる活動紹介、シティプロモーションアドバイザーの派遣などにより、

企業や団体、学校、地域等の活動が活発化するようサポートしていく。 

ｃ 協働によるまちづくり活動の充実 

 地区まちづくり協議会をはじめ、企業や団体等による活動により、地域資源の磨き上げ

や市民参加を促進し、協働によるまちづくり活動を充実させていく。 

ｄ 歴史的風致維持向上計画に基づく歴史まちづくりの推進 

 市民の誇りでもある歴史的町並みや修景を保存・活用していくための整備を行ってい

く。また、看板等のリニューアル（統一化）を図り、歴史まちづくり都市をアピールする。 

ｅ 掛川手織葛布の保存と活用 

 日本三大古布である掛川手織葛布のＰＲ、葛を活かした新商品開発、後継者育成な

どに取り組み、掛川の伝統産業として発展させていく。 

ｆ 松ヶ岡プロジェクト 

 松ヶ岡を市民の財産として後世に永く伝えるため、国・県等の文化財指定を目指し、

修復・復元を図る。また、寄附活動や清掃活動を通して、市民参画を促進していく。 
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3. 協働力による情報発信の強化と売り込み 

＜成果＞ 

  様々なメディアの特性を把握し、情報の内容に応じて発信するメディアを選択したり組み合わ

せるなどして、効果的な情報発信を行った。 

ブランド総合研究所が実施する「地域ブランド調査 2019」において、令和元年度の目標値と

実績値を比べた結果、掛川市の認知度は 13.1％で目標値 10％より 3.1％増、掛川市の魅力

の認知度は 15.9％で目標値 10％より 5.9％増、掛川市の良好なイメージ想起率は 55.2％で

目標値 33％より 22.2％の大幅増と、それぞれ目標値を上回り、これまで行ってきた情報発信

の効果が現れた。 

 

(1) オウンドメディア（自らの管理のもとで使えるメディア） 

ａ シティプロモーションサイト「掛川物語」を開設し、掛川での生活がイメージできるよう、掛川

の暮らしにフォーカスした魅力を発信した。平成 30 年４月にサイトを開設したが、閲覧者が

より見やすく、常に新鮮な情報が配信できるよう、令和元年度にリニューアルを行った。 

ｂ シティプロモーション動画「掛川物語」を新たに作成し、ウェブ上で公開しているほか、各種

シティプロモーションキャンペーンやイベントで活用するなどして、全国に掛川の魅力を発信

した。動画の音楽制作を輝くかけがわ応援大使の高野康弘氏が担当するなど、協働力に

より制作した。 

ｃ 市のシティプロモーション活動や輝くかけがわ応援大使の活動などを伝える「かけがわシテ

ィプロモーション通信」を定期的に発行し、広報かけがわには「かけがわ魅力・情報発信！」

コーナーを設けて、シティプロモーション市民協働会議推進員や市が実施するシティプロモ

ーション活動を毎月紹介するなど、市民の理解と参画促進を図るための情報発信を行っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) ソーシャルメディア（人間関係を通じて伝わるメディア） 

ａ 市の公式ＳＮＳ（フェイスブック、インスタグラム、ツイッター）を活用して、最新の掛川情報

や興味を惹く魅力的な写真を発信することで、シェアやリツイート、フォロワーの増加などに

より、情報拡散と魅力発信を図った。 

シティプロモーションサイト「掛川物語」 シティプロモーション動画「掛川物語」 
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ｂ 令和元年度の各ＳＮＳの登録者数（フォロワー数）について、市公式フェイスブックは 795

で目標値 1,000 に届かず、観光フェイスブックは 3,180 で目標値 3,000 を達成し、観光

インスタグラムは 2,832 で目標値 1,500 を大きく更新した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) アーンドメディア（他社の管理のもとにあるが、努力で獲得できるメディア） 

ａ シティプロモーションアドバイザーの指導のもと、報道機関への効果的なプレスリリースに

努め、多くの新聞やテレビ、情報誌等に取り上げられた。 

ｂ ＮＨＫ大河ドラマ「いだてん」やテレビ東京「出張！なんでも鑑定団ｉｎ掛川」、ＮＨＫ Ｅテレ

「ふるカフェ系 ハルさんの休日」など、全国放送のテレビ番組を誘致するなどフィルムコミ

ッションに力を注ぎ、掛川の認知度向上と魅力発信を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ＮＨＫ大河ドラマ「いだてん」 テレビ東京「出張！なんでも鑑定団ｉｎ掛川」 

掛川市公式フェイスブック 掛川市公式観光フェイスブック 

掛川市公式ツイッター 
掛川市公式観光インスタグラム 



44 
 

(4) ペイドメディア（金銭を支払うことによってできるメディア） 

ａ 海外向けのシティプロモーション動画を制作し、日本の観光情報サイトとして外国人から高

く評価されている「ジャパンガイド」に掲載したり、海外の旅行事業者や有名ブロガーを招聘

するファムトリップツアーを実施するなど、海外への情報発信を積極的に行った。 

ｂ 国内向けには、東京駅や名古屋駅など主要新幹線駅のディスプレイ広告を活用した映像

による魅力発信や、ヤフーやグーグルなどの検索サイトやＳＮＳを活用した広告を首都圏の

若者に向けて配信するなど、ターゲティング広告を行った。 

ｃ ふるさと納税では、複数の専用サイトを活用して掛川産品の魅力を全国に発信した。食料

品や工芸品のほか、最新医療機器によるがん検診や人間ドックの受診券など、掛川ならで

はの特徴的な産品や体験を返礼品とし、返礼品の数は、開始当初（平成 27 年度）の 31

件から 458 件（令和２年２月現在）にまで増えた。返礼品数の増加に比例して寄附件数や

寄附額も増えており、ふるさと納税を通じた関係人口の増加が図られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題と対策＞ 

 (1) 市内や市民向けの情報発信 

ａ 中間評価合同ワーキングにおいて、高校生から、「市がシティプロモーションを推進してい

ることを知らない人がいる」「若者に向けた情報発信を」という意見が多かった。若者をター

ゲットにしてＳＮＳを活用しているが、十分に浸透していないため、広く周知するための働き

掛けを行っていく。 

ｂ 同じく高校生から、「ＳＮＳを活用してプッシュで発信する」「高校ごとにインスタ写真大会を

する」などの提案があった。若者世代から見た魅力を、自ら参画して発信する取り組みが

実施できる場を検討していく。 

ｃ 一方、ウェブアンケートでは、市からの情報を得るためによく使う手段として、広報紙とホー

ムページを合わせて４割を超えており、ＳＮＳを大きく上回った。ターゲットに合わせた情報

発信と、紙媒体、ウェブ、ＳＮＳを効果的に組み合わせるなどして、幅広い世代に情報が行

き届くようにする。 

 

 

外国人向け観光情報サイト「ジャパンガイド」 東京駅ディスプレイ広告 
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(2) 対外的な情報発信 

ａ  令和元年度のシティプロモーションサイトのアクセス数は 21,855 件で、年度後半に実施

したウェブ広告の効果もあり、目標値の 21,784 件を上回った。ウェブサイトは、対外的に情

報発信する基本ツールであり、サイトの見やすさや情報の充実を図って閲覧者を増やすと

ともに、ＳＮＳをうまく活用してウェブサイトへの誘導を図っていく。 

ｂ フィルムコミッションは、映画やドラマ、テレビ番組などに取り上げてもらえることで大きなＰＲ

効果を得られるだけでなく、その後のロケツーリズムや聖地巡礼などへのつながりも期待で

きる。受け入れによる様々な関係機関との調整やボランティアの人件費などについて、ＮＰ

Ｏや民間との協働を模索していく。 

ｃ 専門家評価員からは、すべて情報発信して拡散すれば良いのではなく、どんな魅力や資

源を発信していくかが大事との指摘があった。掛川が売りにするべきものや、掛川をイメー

ジできるものを確立し、受け取る側が印象に残るような発信をしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪今後の重点事業≫ 

ａ ＳＮＳによる掛川の魅力発信 

 フェイスブック、インスタグラムなど各ＳＮＳの特性を活かし、ターゲットに合わせて使い

分けながら情報発信していく。また、市民によるＳＮＳ発信を活発化させて、協働力により

情報拡散力を高めていく。 

ｂ 情報誌等を活用した魅力発信 

 地域のフリーペーパーやＣＭで魅力を紹介して市民のシビックプライドの醸成を図るとと

もに、全国誌などの有料コンテンツを活用して交流人口の拡大を図る。 

ｃ フィルムコミッションの強化 

 映画やテレビ等のロケ地誘致を積極的に推進し、地域資源の認知度向上を図るととも

に、身近な地域資源のメディア露出により、市民のシビックプライドの醸成を図る。 

ｄ 海外への情報発信機能の強化 

 外国人向けの情報サイトへの記事掲載、海外旅行業者等を招いたファムトリップなど、

訪日外国人観光客を掛川に呼び込む戦略を強化していく。また、外国語によるＳＮＳ発

信を行ったり、国によってはその国のＳＮＳを開設して集中的に発信するなど、海外への

情報発信を強化していく。 

ｅ ふるさと納税を通じた掛川の魅力発信 

 ふるさと納税の返礼品として、地元産品のほか、掛川でしか味わえない体験を増やし、

市民のシビックプライドの醸成を図りながら、関係人口を増やしていく。 
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4. 行政のプロモーション機能の強化 

＜成果＞ 

  (1) 各課における市民参画・情報発信に向けた取組支援 

ａ 掛川市におけるシティプロモーションの本格的な始動に合わせて、市役所内にシティプロモ

ーション庁内推進本部会議を立ち上げるとともに、各所属に庁内推進員を配し、協働力によ

るシティプロモーションを推進するための全庁体制を整えた。 

ｂ 全職員にシティプロモーションの意識が行き渡るよう、ブランドイメージの形成やブランドメッセ

ージ活用に関する研修を行ったほか、メディアの活用や効果的な情報発信力の強化研修を

毎年継続して行っている。 

  (2) 各課におけるシティプロモーションの取組 

ａ ラグビーワールドカップ 2019 の開催にあたり、出場３チームの公認キャンプ地に選ばれたほ

か、エコパ会場の玄関口として国内外から多くの来訪者があり、掛川流のおもてなしにより認

知度が高まった。また、市内中高生による「歓迎・応援のぼり旗」の作成やストリートラグビー

に市民約 300 人が参加するなど、開催までに行った様々なイベントや体験を通して、市民の

機運醸成と参画を図った。 

ｂ 平成 29 年度に、茶畑などの美しい風景や歴史的資源などの掛川の魅力とアートを掛け合

わせた掛川初の地域芸術祭「かけがわ茶エンナーレ」を開催。市民が市内を回遊することで

地域資源の魅力を再認識する機会となったほか、市外からも多くの方が訪れ、期間中の来

場者は延べ約 17 万人となった。 

ｃ 「ニッポンおかみさん会全国フォーラム 2018ｉｎ掛川」や「全国軽トラ市ｉｎ掛川」（2019 年）の

開催により、全国から商業関係者が掛川に訪れることで、掛川の魅力発信と経済交流が図

られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題と対策＞ 

  (1) 各課における市民参画・情報発信に向けた取組支援 

ａ 毎年研修を行うなどしているが、まだまだ全職員がシティプロモーションの意識を持つまでに

は至っていない。職員一人ひとりが「掛川市のセールスマン」として、市民に情報を届けるこ

と、市外に発信すること、強みとして売り込むことなどをもっと意識する必要がある。 

庁内推進員研修 ラグビーワールドカップおもてなし 
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ｂ 専門家評価員から、庁内各課で実施している事業が多岐に渡るため、個々の事業内容や

関連性がわかりづらく、市民の理解が進んでいないのではないかとの指摘があった。庁内各

課がまず連携・協力して推進し、最終的に市民や企業、団体等を巻き込んだ推進体制に発

展させていく。 

  (2) 各課におけるシティプロモーションの取組 

ａ 専門家評価員から、シティプロモーションを推進する上での行政の役割として、掛川市には

「何があり」「何が良くて」「何をすべき」かの追求をすることが大事という意見があった。掛川

にしかないもの、他にない特徴を発掘し、磨き上げ、掛川特有の魅力としていく。 

ｂ 同じく専門家評価員から、掛川市にとって「掛川茶」はシティプロモーションの推進に欠かせ

ない要素であり、担当課に限らず、掛川茶をいかに多角的に発信していくかを全庁的に考え

ていくべきとの指摘があった。中間評価合同ワーキングやウェブアンケートでも、掛川の売りと

して「掛川茶」をあげる人が多かった。行政に限らず、市民を巻き込んで「掛川茶」の効果的

な発信を検討していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪今後の重点事業≫ 

ａ シティプロモーションに関する研修等の充実 

 職員一人ひとりのシティプロモーションの意識を向上させるよう、また、より効果的な情

報発信能力が身に付くよう、職員研修等を充実させる。 

ｂ 庁内推進員や若手職員による情報発信 

 庁内推進員の研修などを通して、各課が自発的に情報発信を行えるよう、職員の意

識改革を図っていく。また、ターゲットである若者や子育て世代に対する施策において、

若手職員のアイデアを積極的に活用していく。 

ｃ 静岡デスティネーションキャンペーンを活かした観光誘客 

 静岡デスティネーションキャンペーン（2018～2020 年）での経験を活かし、魅力的な

観光商品の開発や、リピーター獲得のためのおもてなし活動に努める。 

ｄ 掛川茶の情報発信 

 世界農業遺産認定や産地賞受賞などの実績を活かし、安全で高品質な掛川茶のブ

ランド戦略を図り、国内だけでなく海外戦略も合わせて推進していく。 

ｅ かけがわ茶エンナーレ 

 市内全域を舞台に掛川の魅力を発信する「かけがわ茶エンナーレ」に、様々な立場で

多くの市民が関わり、地域資源の再発見とシビックプライドの醸成を図っていく。 

ｆ 子育てしやすいまちづくり 

 これまでの子育て支援事業に加え、外国人世帯への対策のほか、ふくしあや図書館

等との連携を図るなど、すべての子育て世代が安心して暮らせるまちづくりを推進してい

く。 
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5. シティプロモーションを支える担い手づくり 

＜成果＞ 

  (1) 市民、企業、大学、行政等との連携 

ａ シティプロモーション市民協働会議において、シティプロモーションに関する様々なテーマで

ワーキングを開催したり、交流会における活動発表や情報交換により、会員同士の連携や新

たな担い手づくりを推進した。 

ｂ 様々な地域活動に取り組む中高生が集まり、将来の夢や掛川の未来について語る座談会

を開催したり、シティプロモーション推進計画の中間評価において、市内４高校の学生を交え

たワーキングを開催するなど、将来を担う中高生の意見を施策に反映させた。 

ｃ シティプロモーションアドバイザーを市内の企業や団体に派遣し、地域の魅力の活かし方や

情報発信の方法に関する講義を行い、担い手の育成を図った。 

ｄ 市民活動推進補助事業やまちづくり人材育成講座の開催により、新たな公共の担い手とな

る市民団体の育成や自ら思い描く掛川の実現に向けて、主体的にまちづくりを行う市民の育

成を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (2) 著名人による情報発信 

ａ 輝くかけがわ応援大使は、令和元年度までに 44 名の方に委嘱した。掛川にゆかりがあり、

発信力のある方に応援大使を委嘱し、掛川市の認知度向上を図った。 

ｂ 応援大使の選出について、当初は、文化芸術や教育、政治等の分野が中心で比較的年齢

層高かったが、最近は、スポーツ界や芸能界、企業人など 20 代から 40 代の現役で活躍し

ている方が増え、大使によるシティプロモーション活動が活発になった。 

ｃ シティプロモーション動画の制作やシティプロモーション市民協働会議交流会に応援大使が

参加したり、応援大使と市民団体が連携してシティプロモーション事業を実施するなど、シテ

ィプロモーションの推進に応援大使が直接関わっていただく機会が増えている。発信力のあ

る応援大使の活動や活躍を身近に感じられることで、市民の誇りや愛着心（シビックプライド）

の醸成にもつながった。 

 

中高生による座談会 シティプロモーションアドバイザー 
まちづくり協議会に講師派遣 
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＜課題と対策＞ 

  (1) 市民、企業、大学、行政等との連携 

ａ シティプロモーションの推進は、行政だけでは限界があり、地域や企業、団体、学生等を巻き

込んで多角的に推進していく必要がある。シティプロモーション市民協働会議は、まさにそれ

を実践していくべき組織であり、今後も本会議の活動を充実させ、シティプロモーションの担

い手となる人材を育てていく。 

ｂ 地区まちづくり協議会の活動をはじめ、防災、子育て支援、環境、教育、産業などの各分野

で、リーダーとなり得る人材育成に取り組み、まち全体の魅力づくりを行うシティプロモーション

の担い手役になってもらう。 

  (2) 著名人による情報発信 

ａ 中間評価合同ワーキングにおいて、応援大使のより一層の活用を求める意見があった。応

援大使の中でも、シティプロモーション活動を積極的に行っていただいている方を増やすよ

う、応援大使が活動しやすい機会や場づくりを行っていく。 

ｂ 専門家評価員から、応援大使のような著名人でなくても、例えば農業者や技術者、経営者

や教育者など、各分野において影響のある市民の活動や活躍が、掛川市の魅力として情報

発信の源になるとの意見があった。著名人による発信とともに、より日常に近い身近な市民に

よる発信を合わせて行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

輝くかけがわ応援大使 山崎早紀さん 
（女子ソフトボール日本代表） 

輝くかけがわ応援大使 高野康弘さん 
（音楽プロデューサー） 

シティプロモーション市民協働会議交流会
にて、自身の活動紹介及びピアノ演奏 
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≪今後の重点事業≫ 

ａ シティプロモーション市民協働会議の活動充実 

 会員それぞれの活動を活発化させるとともに、会員同士による連携事業や、学生のア

イデアを企業支援により実現させるなど、協働による取り組みに発展させていく。 

ｂ 輝くかけがわ応援大使による魅力発信 

 シティプロモーション活動における大使の参加機会を増やし、ＰＲ用に掛川茶のスティッ

ク茶を全大使に配布するなど、発信力の高い大使による情報発信を活発化させていく。

また、大使同士の連携や、企業や学校と大使の連携など、多くの大使にシティプロモー

ション活動に関わっていただき、大使の郷土愛の醸成を図る。 

ｃ 市内高校及び特別支援学校との包括連携協定の推進 

 協定により学校同士の連携を図り、教育、文化、福祉、地域産業など様々な行政分野

において、学生が地域の協力を得ながらまちづくりに参画することで、人材育成とシビック

プライドの醸成を図る。 

ｄ 首都圏や全国に向けた関係人口づくり 

    首都圏にいる掛川出身者や掛川にゆかりのある人たちのネットワークをつくり、ＳＮＳなど

を通じて掛川情報を発信していく。また、実際に交流する機会を設けるなどして関係人

口の輪を広げ、首都圏から全国に拡大させていく。 
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6. 移住・定住の促進に向けたプロモーション戦略 

＜成果＞ 

  (1) 移住支援体制の充実 

ａ 都市圏での移住相談会やセミナー等に参加し、来場者に掛川市の魅力を紹介したほか、令

和元年度から、東京の静岡県移住相談センターにおいて、出張移住相談「掛川ＤＡＹ」として

掛川専用相談日を定期的に設け、掛川情報を相談者に説明できる体制ができた。その結

果、掛川市を移住先候補とした相談が増え、掛川への移住者が出るなど、具体的な効果に

結びついた。 

ｂ 首都圏からの移住（ＵＩＪターン）の促進と市内中小企業の人材確保対策を目的に、１世帯あ

たり最大 100 万円を支援する「移住就業支援金制度」を、令和元年度より創設した。 

ｃ 都市圏において、移住関係の相談会やセミナー、物産展やＰＲイベントなどに参加したほか、

県内においても、就職や住宅関係のフェアやゆるキャライベントなどに参加し、シティセールス

を積極的に行った。 

ｄ 令和元年度のシティセールス回数は 26 回で、目標値 15 回を大きく上回った。シティセー

ルスを積極的に推進した効果もあり、令和元年度の移住相談件数は 140 件で目標値 90

件より 50 件多く、同じく移住件数（世帯数）は 47 件で目標値 20 件より 27 件多かった。 

  (2) 移住希望者への情報発信 

ａ 掛川の魅力を紹介するシティプロモーションサイトや動画、パンフレットなどは、掛川市におけ

る仕事、子育て、学び、遊びなどを紹介し、掛川市での快適な暮らしをイメージしてもらえるよ

うな内容とした。 

ｂ 都市圏以外には、掛川市内や周辺市町に住む若者や子育て世代に向けて、定住の地とし

て掛川市を選んでもらうきっかけとなるよう、毎年１回、情報誌を活用して掛川での暮らしや

子育て、若者の活躍などを紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡まるごと移住フェア（東京） 移住体験ツアーで空き家を紹介 



52 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜課題と対策＞ 

  (1) 移住支援体制の充実 

ａ 移住相談の内容は、仕事や住まい、子育て環境など、重要視するポイントが様々で多岐に

渡る。相談者からの求めに対し、庁内関係各課や外部関係機関との連携強化を図り、でき

るだけ迅速・的確に対応していく。 

ｂ 移住・定住の促進は、他の行政施策と密接に関連している。工場や営業所など企業の誘

致、大学や専門学校などの教育研究機関の設立や誘致、観光やスポーツ・文化の交流、

子育て支援の充実など、様々な行政施策の方針と移住・定住の促進を関連づけて推進して

いく。 

  (2) 関係人口づくり、二地域居住の推進 

ａ まずは、掛川に足を運んでもらう、掛川産品を買ってもらう、掛川関連イベント等に参加する

など、関係人口を増やす取り組みを行う。 

ｂ 現在、掛川市が取り組んでいる互産互消ネットワークを活かして、地域間のモノ・コト・ヒトの交

流を活発化させて、二地域居住の推進につなげていく。 

  (3) 地域おこし協力隊の活用 

ａ 定住促進や地域課題の解決を実現するため、地域おこし協力隊を活用していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シティプロモーション動画で子育て紹介 

情報誌で掛川の暮らしについて紹介 
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≪今後の重点事業≫ 

ａ 出張移住相談「掛川ＤＡＹ」 

 東京における出張移住相談「掛川ＤＡＹ」は、今後も定期的な開催を継続し、相談者

に直接掛川情報の紹介ができる機会として、定着を図っていく。 

ｂ 地域おこし協力隊 

 地域課題の解決のため、地域外の人材を誘致し、地域協力活動に従事しながら、当

該地域への定住・定着を図る。令和２年度から２事業について取り組みを開始し、３年

間の活動期間満了後に、隊員が掛川に定住して自立できるよう支援する。 

ｃ 二地域居住の推進 

 互産互消で交流のある市町村を中心に、モノ・コト・ヒトの交流を活発化させる。商業や

観光での交流をきっかけに、短期・中期の居住へと発展させていく。 

ｄ 移住就業支援金 

 首都圏におけるシティセールスを通じて、移住就業支援金制度の周知を図り、制度を

活用した移住者を増やしていく。 

ｅ 空き家対策での連携強化 

 民間企業で組織するＮＰＯ法人ランドバンクと連携し、空き家に関する相談対応や、空

き家の適切な管理、活用を促進することで、安心安全なまちづくりを推進していく。 

ｆ 市内企業と連携したＵＩＪターンの促進 

 市内企業の雇用を確保するため、市内企業との情報交換を密にし、首都圏などで開

催される企業合同説明会に一緒に参加するなどして、ＵＩＪターンを促進していく。 

ｇ 静岡県等と連携した移住・定住の促進 

 静岡県西部地域での移住体験ツアー、東京で開催する静岡県主催の移住相談会や

移住フェア、県内企業と一緒に参加する就職合同フェアなど、静岡県や周辺市町と連

携しながら、掛川市を含む広域的な魅力として移住・定住を促進していく。 

ｈ ポスト・コロナにおける「新しい生活様式」に応じた移住の促進 

 ポスト・コロナにおいては、テレワーク（在宅勤務）が日常となり、３密を避けて都市圏で

働きながら生活拠点を地方に移す動きが今後活発化すると考えられるため、新幹線駅

を有するなど都市圏との交通利便性の高さを活かした移住促進策を展開していく。 

ｉ ポスト・コロナにおける「新しい働き方」への対応 

 ポスト・コロナにおいては、企業による地方へのサテライトオフィス設置や、コワーキング

スペース（共有の職場）の需要が高まると考えられるため、サテライトオフィス等の整備を

推進するとともに、事業所移転や従業員の移動に関する支援サービスを併せて行うな

ど、企業の地方移転を促進していく。 
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ｊ オンラインによる相談窓口の導入 

 ポスト・コロナにおいては、企業活動や人々の生活においてオンラインを取り入れる動き

が今後一層高まると考えられる。移住や就職、起業に関する相談についても、大規模な

フェアなどの開催や対面による相談が主流であったこれまでの手法の見直しが求めら

れ、また、若者を中心に気軽に相談できる環境をつくるため、オンラインによる相談窓口

を導入していく。 

ｋ 移住促進のための支援制度の導入 

 ポスト・コロナにおける地方への移住気運が高まる中、掛川市を移住先として選んでも

らえるよう、仕事や住まい探し等で本市を訪れる際の交通費等の助成のほか、ＵＩターン

促進助成や住宅補助制度など、移住促進のための支援制度の導入を検討していく。 
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第4章  総合評価 

今回の中間評価では、行政による内部評価のほか、市民等による中間評価合同ワーキングやウ

ェブアンケート、専門家評価などの外部評価を加え、様々な観点からの意見を参考に評価を行っ

た。本計画における評価基準となる主な指標について、特に目標に届かなかった指標については、

その理由を分析し、これからの施策に反映させていく。 

 

(1) 掛川市民の誇りや愛着心（シビックプライド）の醸成 

 [現状] 

ａ 「市民の掛川市の推奨度」は 56.5％で、目標値（56.5％）を達成したが、「市民の掛川市へ

の誇り・愛着度」は 48.9％で、目標値（55％）に 6.1％届かなかった。 

ｂ 「市民の発信度」は 19.4％で、目標値（19.2％）より 0.2％上昇した。 

ｃ 市のＳＮＳ等の登録者数について、市公式フェイスブックは 795 で目標値（1,000）に届かな

かったが、観光フェイスブックは 3,180 で目標値（3,000）を上回り、観光インスタグラムは

2,832 で目標値（1,500）の２倍近くまで登録者数が伸びた。 

ｄ ウェブサイトへのアクセス数は 21,855 件で、目標値（21,784 件）を上回った。 

 [分析] 

ａ 令和元年度の高校生意識調査における愛着度は 33.7％とさらに低く、市民に対するシティ

プロモーション活動の周知において、特に若者世代への情報発信や参画促進がさらに必要と

思われる。 

ｂ 観光インスタグラムについては、フェイスブックとの差別化を図り、インスタ映えする写真をメイ

ンに情報発信した効果が現れた。 

ｃ ウェブサイトは、新着情報やメニュータグの追加などの見直しを行ったほか、ウェブ広告による

誘導を図った効果が、アクセス数の増につながった。 

 [対策] 

ａ 市民に対して、ブランドメッセージやロゴマークを活用したブランドイメージ戦略をもっと行って

いく必要があり、小中学生や高校生など若者世代に参画してもらえるような取り組みを行って

いく。 

ｂ 各ＳＮＳの特性を活かし、ターゲットに合わせて使い分けるなど、効果的な情報発信をしてい

く。また、市民によるＳＮＳ発信を活発化させて、協働力により情報拡散力を高めていく。 

ｃ 来年度実施予定の市公式ホームページのリニューアルに合わせて、市公式サイトからウェブ

サイトへスムーズにアクセスできるように改善を図っていく。 

(2) 掛川市の認知度向上と都市イメージの形成・浸透 

 [現状] 

ａ ブランド総合研究所の「地域ブランド調査 2019」では、「掛川市の認知度」が 13.1％（Ｒ１目

標値 10％）、「掛川市の魅力の認知度」が 15.9％（同 10％）、「掛川市の良好なイメージ想

起率」が 55.2％（同 33％）と、いずれも目標値を大きく上回った。 
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 [分析] 

ａ 市民や行政などによる積極的な発信の効果が全国的にも現れており、今後も、ニーズに合わ

せて、ＳＮＳを効果的に活用していく必要がある。 

 [対策] 

ａ ウェブサイトの内容充実とともにＳＮＳとの連携を図り、それぞれの強みを活かし、ターゲットに

合わせて効果的に国内外へ情報発信していく。 

(3) 移住・定住の促進 

 [現状] 

ａ 令和元年度のシティセールスの回数は 26 回で、出張移住相談「掛川ＤＡＹ」を新たに実施

するなど積極的に推進した結果、目標値（15 回）を大きく上回った。 

ｂ シティセールスの効果もあり、令和元年度の移住相談件数は 140 件で目標値（90 件）より

50 件、同じく移住件数（世帯数）は 47 件で目標値（20 件）より 27 件、ともに目標値を上回

った。 

 [分析] 

ａ 静岡県や県西部地域の市町のほか、庁内の労働関係や住宅関係部署とも連携・協力し、県

内外でのシティセールスを推進してきた効果が現れた。 

ｂ 出張移住相談「掛川ＤＡＹ」を新たに実施したことや、静岡県移住相談センターとの連携によ

り、移住相談者数や移住件数の増につながった。 

 [対策] 

ａ 移住相談者の多様なニーズに応えられるよう、相談窓口の充実を図るとともに、関係機関と

のネットワークを強化し、相談内容に応じて迅速に対応できる体制づくりを進めていく。 

ｂ 掛川との関わりを持つ人の輪を広げる関係人口づくりや、地域間の二地域居住の推進などを

きっかけに、移住促進につなげていく。 
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第5章  今後に向けて 

中間評価による成果や課題の検証、課題に対する対策や方向性を踏まえて、2020 年度以降に

取り組むべき施策や事業をまとめた。 

 

1. 戦略別の主な取り組み 

(1) まちの目指す姿の形成（ブランドイメージの形成） 

ａ ブランドイメージの可視化（～2021 年度まで継続） 

ｂ ブランドメッセージ及びロゴマークの浸透と活用促進 

ｃ 全市民が共有できる統一した都市イメージの確立 

(2) 市民参画の拡大 

ａ シティプロモーション市民協働事業（提案型）の充実 

ｂ 地域や企業、学校、団体等を巻き込んだ協働によるまちづくりの推進 

ｃ 歴史的建造物や伝統工芸等の保存・活用活動による市民のシビックプライドの醸成 

(3) 協働力による情報発信の強化と売り込み 

ａ ＳＮＳを活用した若者世代への情報発信の強化 

ｂ 幅広い世代の市民に情報が行き渡るための情報発信手法の検討 

ｃ 市民による魅力発信の活発化 

(4) 行政によるプロモーション機能の強化 

ａ 庁内におけるブランドメッセージ等の浸透・活用（～2021 年度まで継続） 

ｂ 各課における市民参画・情報発信に向けた取組支援（～2022 年度まで継続） 

ｃ 各課におけるプロモーション方策の検討（～2025 年度まで継続） 

ｄ 若手職員のアイデア活用や、若手職員を中心とした取り組みの推進 

(5) シティプロモーションを支える担い手づくり 

ａ シティプロモーション市民協働会議の充実 

ｂ 輝くかけがわ応援大使との連携強化と活用促進 

ｃ 高校生など若者世代のシティプロモーション活動への参画促進 

(6) 移住・定住の促進 

ａ 移住相談体制の充実と関係機関とのネットワーク化 

ｂ 地域おこし協力隊による地域課題解決と定住促進 

ｃ 関係人口づくりを増やす取り組みなどを通して、掛川への新たな人の流れを作る 

ｄ ポスト・コロナにおける「新しい生活様式」や「新しい働き方」に対応した移住施策の実施 

ｅ オンラインによる相談窓口の導入 

ｆ 移住促進のための支援制度の導入 
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2. 主な指標の見直し 

   令和元年度の数値実績や今回の効果検証結果を踏まえ、新たな指標を追加するとともに、

達成度の高い項目については、令和７年度の目標値を再設定する。 

 

(1) 掛川市民の誇りや愛着心（シビックプライド）の醸成に関する指標 

ａ 高校生意識調査による掛川市への愛着度を追加する。令和元年度の実績値 33.7％に

対し、令和７年度の目標値を 40.0％に設定する。 

ｂ ＳＮＳ等の登録者数のうち、観光フェイスブックについて、令和７年度の目標値を 3,200 か

ら 4,000 に変更する。 

ｃ ＳＮＳ等の登録者数のうち、観光インスタグラムについて、令和７年度の目標値を 3,200 か

ら 4,000 に変更する。 

(2) 掛川市の認知度向上と都市イメージの形成・浸透に関する指標 

ａ 掛川市の認知度について、令和７年度の目標値を 15％から 20％に変更する。 

ｂ 掛川市の魅力の認知度について、令和７年度の目標値を 15％から 20％に変更する。 

ｃ 掛川市の良好なイメージ想起率について、令和７年度の目標値を 45％から 60％に変更

する。 

(3) 移住・定住における主な指標 

ａ 東京圏在住者や市内観光客等に対するシティセールスの実施について、令和７年度の目

標値を 18 回から 30 回に変更する。 

ｂ 移住相談件数について、令和７年度の目標値を 100 件から 150 件に変更する。 

ｃ 移住件数（世帯数）について、令和７年度の目標値を 35 件から 60 件に変更する。 

3. まとめ 

昨年度、観光・シティプロモーション課となり、観光誘客や交流人口の拡大に力点を置いたプ

ロモーションを進めるとともに、観光を通じた産業創出や地域経済への波及に取り組んでいる。

今後も、「第２次掛川市総合計画」（2016 年策定）や「掛川市観光振興計画」（2019 年策定）

などの関連計画とも連携や整合を図りながら、ブランドメッセージ「あなたの夢、描いたつづきは

掛川で。」の描くまちの実現に向けて、掛川流協働力によるシティプロモーションを推進していく。 

また、ポスト・コロナにおいて、社会構造や人々の生活スタイルが大きく変わり、都市圏から地

方への移住、企業の地方分散化、テレワークやオンライン等の働き方改革が一層進むと考えら

れるため、「新しい生活様式」や「新しい働き方」に対応した掛川暮らしの魅力づくりを行い、移

住・定住を推進していく。 



59 
 

第6章   資料編 

1. 令和元年度掛川市シティプロモーション市民協働会議 構成団体 

〈地域〉 

掛川市地区まちづくり協議会連絡会、掛川市区長会連合会 

掛川第一・第二地区まちづくり協議会、掛川第三地区まちづくり協議会、掛川第四地区まちづくり協議会、掛川

第五地区まちづくり協議会、南郷地区まちづくり協議会、西南郷地区まちづくり協議会、上内田地区まちづくり協

議会、西山口地区まちづくり協議会、東山口地区まちづくり協議会,日坂地区まちづくり協議会、東山地区まち

づくり協議会、粟本地区まちづくり協議会、城北地区まちづくり協議会、倉真地区まちづくり協議会、西郷地区ま

ちづくり協議会、原泉地区まちづくり協議会、原田地区まちづくり協議会、原谷地区まちづくり協議会、桜木地区

まちづくり協議会、和田岡地区まちづくり協議会、曽我地区まちづくり協議会、千浜地区まちづくり協議会、睦浜

地区まちづくり協議会、大坂地区まちづくり協議会、土方地区まちづくり協議会、佐束地区まちづくり協議会、中

地区まちづくり協議会、大須賀第一地区まちづくり協議会、大須賀第二地区まちづくり協議会、大須賀第三地

区まちづくり協議会、大渕地区まちづくり協議会 

〈ＮＰＯ〉 

掛川障がい者支援センター、風の家、掛川市体育協会、時ノ寿の森クラブ、掛川市民オーケストラ協会、掛川

の現代美術研究会、ジョイントサークルかたくり、いやし処ほのぼの、ぷらいどサポートセンター、掛川シニア交流

研究会、掛川国際交流センター、WAKUWAKU 西郷、とうもんの会、若芽の会、f.a.n.地域医療を育む会、スロ

ーライフ・ジャパン、掛川おかみさん会、ママバトン、遠州横須賀倶楽部、結び逢い、桃色かけがわ６ 

〈各種団体等〉 

掛川観光協会、掛川商工会議所、掛川みなみ商工会、掛川市農業協同組合、掛川市文化協会、掛川市社

会福祉協議会、掛川商工会議所青年部、掛川市シルバー人材センター、掛川市生涯学習振興公社、静岡県

ホテル旅館組合掛川支部、掛川市森林組合、大日本報徳社、掛川観光ボランティアガイド、高天神城観光ボ

ランティアの会、大須賀建設事業協同組合、Tea of the Men 

〈企業〉 

ヤマハモーターパワープロダクツ株式会社、ユニ・チャームプロダクツ株式会社静岡工場、NEC プラットフォーム

ズ掛川事業所、タイコエレクトロニクスジャパン掛川工場、JX 金属プレシジョンテクノロジー株式会社掛川工場、

株式会社榛葉鉄工所、トリンプ・インターナショナル・ジャパン株式会社静岡センター、株式会社キャタラー、トッ

パンフォームズ東海株式会社静岡工場、株式会社山下工業研究所、コーニングジャパン株式会社静岡工場、

中部電力株式会社掛川営業所、コンセプト株式会社、株式会社 REM 掛川オフィス、アグリッチジャパン株式会

社、つま恋リゾート彩の郷、掛川花鳥園、パレスホテル掛川、掛川グランドホテル、テイクケア、日本郵便株式

会社、株式会社杏林堂薬局、Kakegawa Farm Brewing、かけがわ街づくり株式会社、みかん株式会社 

〈金融機関〉 

浜松いわた信用金庫掛川支店、島田掛川信用金庫、スルガ銀行株式会社掛川支店、株式会社静岡銀行掛

川支店、株式会社清水銀行掛川支店、静岡県労働金庫掛川支店 

〈学校〉 

静岡英和学院大学・短期大学部、静岡大学、静岡理工科大学、常葉大学、浜松学院大学・同短期大学部、

静岡県立掛川東高等学校、静岡県立掛川西高等学校、静岡県立掛川工業高等学校、静岡県立横須賀高

等学校 

〈市〉 

掛川市、掛川市議会 

（順不同） 
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2. 中間評価合同ワーキンググループメンバー 

 

 

№ 種別 所属等 氏名 備考

1 各種団体 掛川観光協会 平野　正俊

2 各種団体 掛川商工会議所青年部 堀江　健一

3 各種団体 掛川商工会議所青年部 神馬　貴哲

4 地域 南郷地区まちづくり協議会 守屋　輝年雄

5 地域 千浜地区まちづくり協議会 石田　壽美

6 N P O ママバトン 杉山　有希子

7 N P O 掛川国際交流センター 別所　麻紀子

8 N P O 掛川国際交流センター 松下　祥子

9 企業 株式会社キャタラー 西倉　圭一

10 企業 掛川花鳥園 八木　裕幸

11 大学 常葉大学 松浦　琢也 ２年

12 高校 掛川西高等学校 高橋　佳子 ２年

13 高校 掛川西高等学校 吉川　牧人 教諭

14 高校 掛川東高等学校 鈴木　実歩 ２年

15 高校 掛川東高等学校 鈴木　健太 ２年

16 高校 掛川東高等学校 小塚　琉希 ２年

17 高校 掛川東高等学校 大石　佳奈 ２年

18 高校 掛川東高等学校 中土居　和奏 ２年

19 高校 掛川東高等学校 中村　木の実 ２年

20 高校 掛川東高等学校 名波　菜々子 ２年

21 高校 掛川東高等学校 森田　瑞希 ２年

22 高校 掛川工業高等学校 麻生　なつみ ３年

23 高校 横須賀高等学校 髙木　拓海 ２年

24 高校 横須賀高等学校 清水　悠希 ２年

25 庁内推進員 掛川市産業労働政策課 小林　愛彩

26 庁内推進員 掛川市スポーツ振興課 加々美　詳

27 専門家評価員
（公財）静岡新聞・静岡放送文化福祉事業団業務執行理事
掛川市シティプロモーションアドバイザー

大村　治

28 専門家評価員 コンセプト株式会社 佐藤　雄一

29 専門家評価員 時ノ寿の森クラブ、旅ノ舎 山田　幸一
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3. 専門家評価員 

 

4. 事務局（令和元年度） 

№ 専門分野 所属 氏名 備考

1 広報
（公財）静岡新聞・静岡放送文化福祉事業団業務執行理事
掛川市シティプロモーションアドバイザー

大村　治

2 商環境、地域振興 コンセプト株式会社 佐藤　雄一

3 観光、地域振興 時ノ寿の森クラブ、旅ノ舎 山田　幸一

№ 役職 所属 氏名 備考

1 参与兼課長 観光・シティプロモーション課 岡田　美穂

2 主幹 観光・シティプロモーション課 中村　光宏

3 主査 観光・シティプロモーション課 松下　みゆき

4 主事補 観光・シティプロモーション課 角皆　亮太

5 調整官 観光・シティプロモーション課 高川　佳都夫
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